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い つ ・ 一稲 憲 え か σ 遍蜀 フ 甚 本 的 な 字昆 、ξ プ あ
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払 最 西 の を存 嚇 知 ・主彦 突 の 初 妻丹,。島 ・、死
七 雫 を そ っ 弍っ フ協 ソ 、 、れ は 広 く み5れ3
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変 イし の 糊 ・す ぺ を 規 剰cじ ・ぞ・†・'・・ ひr「ノで(,oゆ
セ乎 く。 主 零 な 霧 渡 調 節 っ動 ζ生 宥 薫女袷 っ 干
衡 個 膝 数 づヂ畠 く 珍 多 のマ協 ジ、 個 偉 轍 調 整 つ
夢 因 に 訴 り進 化 ず 控 フ醤 励 隷 の'f4つ ・君
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宛斜 縛 嬬 購1涜 学 中1。行 プあ 郁 縮 の う3、
注%寅 の過 応 進 化 に 閥 す う裡 参翁 の3埠 け
とわ 擬 のイ 捌 、 埋 ㌻ 夢 士 の 学 イ励 在 の'・
β畷 利コ・促 出 さ れ ブ・主論 文 の 一 参再 成 モ㍗ ・
う・ こ粥 刎 士勃 伽 ・15郭 兜 戯 老 水 耗
の と 、方 い 支 ず 発 展o予 虎 φ賜 つ と ・理 の 承 ∋ ど
垣 乃 φ争(・ とi・3葦 ,∫ 章 久 二 の オ祐 ～・
ろ づ で1二 得 右 知 見 を 整 魂 し 落 老 均 身 っ ろ噛後
の発 展 っ 踏 篇 ・ ほ … ぎ 乏 マ 溢 わ 声 .
ノ釜イオ…φ㌢ 喋「駒 っ 孝見 、色 ヒ テ ー マ プ～書 〃、飢 一z菖P
ろ 飢 ろ潭 、文 袖 鈎 託 寵 あ つ よ う1・ ・診 フ マ 、,
う 。 疹∂と イす彦象'穿 条 章 ゴ と に ク ケ プ三弼 」1ノ月ナ文 献
!参蚤 伽9と め た 。 ナ 文 て 読2臼 ・ず ぐ 一ヨー つ プ・
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二 れ ∫ の イ士暮 粧 渉 セ 診 う2一 イ に 、よ づ多 ぐの 人
・ひ ソ 援 助 媛 一,炸 ・ と く1・、 御 才跨 一、・プ・か
1,高 ミ継 駈 露 畜ア・古刎 勿理 学 徴 室 り 殊 茨
御 受 に7勧 ・,矧 参づ ・ 徴 授 砿 一視 野 、 あ
樺 〃い,励 訓 φ、し穿 グ 和 ガ こ⇒ イ 叡 ・ク フ
8ケ ケ φりっ た ろ う、 鉱 ♂ 重 定 南 考、づ ・△・君 貝'〕
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わ 先 …離方 、 豪 正 彦 低 ∫ 夜 盾,引 マ 躯 王星
≧主宥乙.ゼ ミ ナ ー/し の 上査 ケ ん ヒ ゆ一,1つ ノー 匙 うb1仁
ど セ ん り 攻 を 徴 ミ マ ぞ∫D多 ぐ り 励 菱/喪
憂 ・炸 。 こ 据 つ 人 々 君 醸1出 づ 、 自 由7向 ヲ参
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の サ,執 履 里 生 吻 ぢり ヒ ・,う 莉 一と 一6ラ 堅ー予 デ の,こ
勿 奔 放 節 線 力ぐ 砺 乞ブ あ つ 夫 ・
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蘇 う 穿 く ・・φ吻 ・膚 窒 巨 元 気 ・5ケ7イ ∫ う
か ノ 〔た.戎 の 触 っ ゐ 楽)1財 β1ブ 上 ゲ う.
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わYづ う ア順 の 砦 ざ ム ・ ・ ぐ1頭 万獅 ネ知 チ 氏、
働 ∂刎 翔 文室 の 川 粥 陽 哉 　勧 受 芝 ・捌 ・あ 回 つ
動2勿 ・圭熊 虜 亥 安 勿 噛 士 ん 。 麺 勿 易 態 吻 賓 梅 矢
の 里 蒼 錦 鱒 二授 ・田 端 葵 雄 夢 士 。 ・紋 騨 ・μ)疫
9蛎 三 蘇 救 山 ・ 翫 輸 救 。 甲 南一勝 つ 三滑
嵩 ヲ看ぐ蕩 授 。 密薪 大・写 農 宇評 の 賜女イ後一 撤 寂 久
野 暴 二 脅'士.井 虹 民 二 氏 吃 ・才 いめ セ3っ 寮 虫
・狗 嵌 室 つ 叡 編 とd曙 疲 艦 氏'畜 瞬
ふ
:iゼ氏 。 一大一F反府 立 ナ 写 震 宇 舞 〃)式すす箔 一 氏 ・ 示
獅 大 勃 露 却 森 赫 生 態 舜 咳 室 萌}杢 乙 ・ と
と に 山 本 進 一 氏 。 水 産 ノ圭 吻 御 レ亥 望 の 西 田 睦 氏 ・
彙 京 大 写 》～腕 イ励・ラこ所 の う・ア1噸 ・一 ・博 士 。 九 フ77大
す 甥 琴 舜 の 幽 田 一響 嗣 ゑ 檬 ・ス5ガ ー7戎 脅'士 茎 は
ヒ め ヒ づ2)教 丁璽 塗 吻 ラ 厨 究 望 っ 疹 一芝え 。 九 ソ"
大 炉 濃 卵 伺(産 舜 物 瓶 火 靖 男 煎 侯.=ユ ー ヲ
_フ 川 一互 大 『葬 り 一大 久 イ呆 明 叡 才乏 。7ラ シ ト=ン大 字
の β〃 細Or!餉 ∫ 敏 擬 。 リー ド 大 学 の ∫乖 〆 仙
∫た α幽 ∫ す亨 士 、 籏 匡)希 匡)大一字 野 ゲ)・零 易乞所 つ
ノ鋸 鹸 伊 稗 ち 籾 フ才/し ニ ア ナ 字 の 局'謁 ノ
0陀 餉 す卑 士 、 オ 勧 。 あ ・ノ φ貸 う ・写 り 宕i
た.
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嬉2章 最 適 な冶耳創
冶紛 浄 ・景萎破 構 報 罧 韓 ㎏加各
§2、/0ゐ 。脚 の裡 論
一 痴 、 、 冶恥 一 縁 な 平 面 上1・ 蓮 続 的 に 身 布
甘 多 の マ』は な イ,斑 状1・,危 在 づつ 肋 た ま り 、
ノ馬 チ ζ麻 畝 〉の 刎 ・存 在 す ラ ・ と御 物 ・・
喪 と え 臥 昆 嘱 食 の 鳥,。 と 。 マ 切 餌 〃協 多 殺
類 の 木 の 藻 上 に 樗 息 す う 一な ∫ 、 そ れ ぞ れ の 木
ヤ 、 あ・の あ1の の 蒙 撚/fワ チ 穿 の マ協 う ・ 鳥,・
そ の/fツ 宛 渡 ジ 歩 リ マ 珍肋 塚 衰 嶽 売・乃7`'
あ ろ う。 摂 、食 の 承6果 そ の!3ン チ/こ あ つ ゑ耳〃り 量
φ幸藏 ヶ す れ1ガ,フ 庖 〆・'ッ4ハ を 彩 動 セ ね1蕗
57d。 一 方 パ ッ チ 間 を 移 重力寸 う 間 ぴ 才呆ん耳裕・
で き 与 り の で ㊧ 助 ・5、 あ 啓 ジ に 早 く ノfン チ
吃 飛 び 重 つ と,移 動 の た わ1・ 初 対 凌的1・ 多 イ つ
崎 間 冒 劾 ・ と1・ な り 妨 季 哲 ・署 り ・ 勉 砂 乏 、
ノ假 チ を 務77・ 肋/移4ハ と 移 硬力 冒 常,砺 ず
う の1・ 適 る 御 奇刻 台 存 左 す っ ・ セ 〃ーす予 擢 さ れ
//







む一 ハッチ の オ朶壷 巧 ア司
/2
ろ 。
ごん 〃,。 げ θ97の 捗,1っ の!fツ チ 物 摂
/乞 量4ヤ そ の/ぞ 〉・チ ナ っ オ泉 豪 吻 間 つ 驚ブー敬 と(マ
手 え5れ り 場 右1・ ・ っ 問 題 芝 解 ・た 。
あ う/ぞ7チ に 労 づ一つ 才累 ゑ 晴 戸訂 芝 丁 セ ず つ ヒ 、
や 窃 撫 景 ・戸 つ 鋤 欄 蘇 〔マ ブω ・
づ～・ブ3)。 ごメ「4戸力oい1才 才異・食 量}・ ク 才累 豪・に ヒ モ
なー う エ ネ ノレ ギ ー 才買・失 吃 差!ヲ ノ・)一た ぞ っ ぞ 使 フ
て 一 う 。 鹿 っ マ ・・う う`1・ 餌 の 量6ナ 減 ナ 寸 つ
ψ、～7ω つ噌 加 率 〆 η 〃競 フ7"1才 上 に 凸 つ
関 教 と ケ り ・ と 君 予 擢 さ れ う(図2、/九 餌
の量 や 捕 獲 しヤ ず さ'・ あ・、,マ 興 与 う 〃 繊 庚つ
'、ρ・7チ φ† あ り,ゴ 播1ヨ リ 練 孝頂 っ/3ッ4厨/iこ イオト
1・占め 穆 　有 礁 ヒず つ ・ 弱 わ5ろ 吾/窃
纏/fッ チ の種 類 り 珍 斧 マリあ う 。/ρ ッ4閥 移 働
{・摩 す う耳 柳 寺問 芝 元 と し 、 引 、oソ4ん7ら
の探 麺 胤 荊 鰍 の 彩 雛 を 勧 ぞ れ 冗
く/セ あ'ぐ ヒ、
石 一_"ぐ2の
フ乃 一← フ 了
/3
菰 釈 化 づバ 掃 禍 関数 フ・あ か 確 癖 勉 更
新 定鵡 諮 れ1凝 屍 伽/鰯)、 この量 ぱ
靴 厚欄 あ 初 禰 難 の麟1'胡 初 ∠・馴%
さて 旙 目 の繊 颪の1ぞツ チ を五 β寺ρ雛 ゲ探
劇 マ鱈 筋 とす糊 τ 一嵩が ・
扉 か7如 働 〃・5ご2/)'ま
E一 耳 幻 ・(π∂ ζ〃)
元+亭 君・π
と紡 。 こゴ 、 粥 鴛 酬 紘 ・幽 を 縁
友1,娠 て 、 影 の 正 捜 粥3却 別 で 鶏
を 袖 て フ帰.和 巧 露 ん で 、1穿 リ ニと
1,注 意1マ ζ2.2ジ 式 「こ7才4紋 ・分す つ と ・
考三一㍉≒ 嘘 周 ピ"⊃
ヒ 勧.・ れ り 、 最 適 め1ガ1に つ リ マ は
ち/乙ガ)一 ガ`樋 リ ブ ンoな ⊆'5h
易/`・ ♪ ≦ ご ブ=oな ∫1ガ
♂2、4)
φ酒 立 謝つ 詩 が わ φ・ろ 。 こ の霧 黙 ご姦 一
/4
け囎 値鯉 と麻 鶴 がつ,切蛾 撮 を
表uuっ か ∫ 、 最 適 摂 鹿 行 勧 〔・づ～・Pマ'}、
損 、食 逐 度 君 あ う定 教Eギ よ)大 き 、・ど き1雰
劾'ξ ツ チ 幻 鷺 厩 ・プ3の で あ ろ.才 蔽 り
影 響 を 受9プ て倉肩,雲.度 汐寸イ重 下 す ヲ 歪 め 摂/食 速 度
ヲ。/の'餓 列 マ ∪き 一 拶 ナ外 う と・ぎ
`・割 砂 フ た 崎 点 で 捕 陰 勧 壇 の パ ツ 宛
玄 ジ 棄 あ/fッ チ へ と穿多働 す 多 リ ブ9あ 多 ・ 驚 ガ
こ ノ、御 ち チ で の 摂 衰 速 度41・ 甘 励 ・∫ β㌔
リ ・〕、さ9儲1}、 直 ち に 玄 多 ・ と ヒ う う 。 こ
れ 拭 上 つ レ β)式 のfを 味 マ・あ う ・
こ ∂ 埋 論 フh亥 、9で(τ)ヤ ナ ケ ぐ と そ 視 助 差7'
の 訴(T)空 捕 編1蘇 ワ　得 て、 そ ・尺 曜 イ℃・・
r去 多6・ 否 〃、弓 来 定 芝 す っ と4反 定 さ れ マuろ6
ま た 、 エ ネ ル キ㌧ 獲 得 量 ・才 蓮 読 変 載 と 芝 オー
い ♪φ† 、 実 際1・1∫ 個 体 教 い 、う 商蝋 量 プ 才・う 、
レ フ つ/・'ツ チ 物 才勅 隻教 が 蓮 紀 量 と1マ 取 り
扱 え 多1》 と・楚 ・,二 踊 亨 、 こり 醒 防'芝 適1刃 す
ろ 奮ミた ・)込弔三ブリあ ろ う6
ごイ,M。 レ,丁 自5っ 埋 論 芝 女 朽 召'つ ギ の と/
/∫チ
て 一 嘱 ・.ρ ソ　 2論 … ご/974⊃ の 筋
果 矧 川 レZ、 吟.郷1飢 入 工的 ・闘 ち 在
撫 フサ の/馬 チ 舛 に幽 と努 昆 勤 牙・独 さ
入 八 】 シ ジュ ウ カ ラっ/倉γ才采1ノ ぐ!ヲー ♪・電 石万i冗
い 三・ で7・・う 。 その 多課 、揃'喰 翻 新 ・ チ
三離 水 う 崎 点 と長 イ乏 に セの パ シ チ プ 鋪 》歪(左
崎 刻 囲 鯛 間 隔 り命 じ7呵 翫 ∴6副 雰
麺 め 多 ・・/ぐ 必 コ・で ・捕 ・・/も チ フ7て 馴7㌧
・定 … あ つ=と 玉 見 ・・ 出1マ 物 コ'あ ろ.さ51㍉
・全 ん≠ の 准耳霧一度ニゲ イ廷 ・・ セ ぎ(tlれ 搾Ooゼe〃 ・し一て努σ励 ・℃・孟
)に σ θ θ ア 振 ぐ 手 多 ニヒ 芝 発 見!た 。{
L6が 「 瑚 鉢 士 フ 噺 ζ 物/含 嚇 獲 速 度1・ 瓦
炉し 例 禍 ケ ∫ ゲ 、 上 つ 締 果 は こ論 ・一横 の 裡
論 セ 財1ー す う 毛 っ で 停ろ う 弓 え ∫ れ う 。
ヒ こ ノ)が ・4反 タ の テ1'一 タ 文 フナラ と 、 房・パ㍉〉 チ
あ た り の 廟 つ 教 は 、 廟 雲 度 の 低 ・方 ブ 厚i・ 一
乙.為uカ で で3-/2で'あ フ 名・/fラ チ プ っ
一 回 の 抑 喰 煮,ぶ たづ・勧 、2プ あ る 。 摂 喰 量 芝
あ 砺1・2ノ ラ ヲ'近41く ノ・ と う7u許 さ 水 醗 つ
イ 曲 け ・ さ ∫ に 、 傷 紀a/乙 ・一 尋6姦 一 ・一
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ご/977)そ 指 摘 すっ よ う に 、 照 界 値 抗 翻7
の逆 芽丈に・し例 す っ ⊃と 〔。 ・び}許 。 卸!た 姻 諦
酬 閻 如 鷺 ・岡 で あ う.肋 よう 吻 遵 続 量 ρ
よ り モ ラ㌧ レ初 ∫ の ア ナ ロ ジ ー 仁 頼 ∫ ずK、 む
しろ 直 拷 母 餌 汐潅 倣 量 フ協 ろ モ デ'・レで の 最 血
な 立 豆 一 θ李刻 の 染 鯵 鰹1ノ 宅探 ず 方 容 夢 訓
い 。 さ ∫k、 幽 φ灘 倣 量 マ・あ う場 制 ・ 広/8
ツ チ に ・弓 餌 激 を 舞 膨 列 宥蓄反1・ よ フ て 塘 健 ヲ
多 ・ と 〃澗 題 ヒ 亨 フ7ぐ3。 離 徴 モ デ ・匹 汲
ラ ー季彼 言蒲 を 展 開 〔7…の び0顔 プ乙^ご/9ク7ジ マレあ
つ 表.彼1ち 各r侮 チ マ物 核 痕 連 度 の期 痔 値
桝 剣 お ・っ 落 度 の 界均 イ画 ・弩 し ぐ 参 ・乖 β韓 ・1
に 艇,ひ柄士 っ 七uう ラ央 定%更 りは 蓮 続⊃そニデ㍉/しプ'ま
最 商 コ・あ フ た 膚 物 雀 ま 離 椒 モ デ ・し 〔・ あ フ σ
蘇 の で,}最 適 鵤 デ得 ∫ れ ケuで ヒ 実 希 摘t
喰 。 伽e幻(/ヂ79ハ ゲ1β4ヲ ・∫～一 瀞 〆"つ
慨 く魅 提 出/在 。 そ 勅 癒 っ ψ、め 書肪 早 イ飾 ・
5Pゼ う 名一!fン チ ε ≠見則 的 ド窟耳才宏碇 し なψ∫35そ
の ハ・ッ チ の 質 一享才痙 定 す う 才街食 考7一 窃 ・う 。 ハρク
チ っ 丁賃 の 先 廟ぞ・分 布 と そ っ パ ワ・チ に 柴・フ 殉50
/:/
・i顧 紡 契 一県 に 疹 虚iマ 、 勲 パ フ チ に4多 ろ
州 司 旨{㌧ チ フ・フ危 玄防 単 位 毎 票壷 窃 ラ・訣
鵬 の マ協 ろ.施 硯 倫 。ん ん 弐 π・〆 ・か
θ9・7∫つ ご ゴ賄 募鞭 膏7亀n牙 ・7餌 漂 煮 つ
行 動 一巨 麦 之 副1食 者 の 毛 デノ/は 堤 案 〔マuろ.
こ 癖 で 臥 廟 の痂 店 こ と{・ 桑 中 序ク矛、規
卿 砺 、ヒ よ フ7、 掃 、知,蘇 う 醗 フ髄 卿 鰍 、
単 仁 バoラ メ ー ク の 〃 夕 ∫ ず'彦 ブオの わ く 紐}夢
プ㌧/控 く 愛 ガ り ⊃ ヒ 薯 示!喪P.誰 散 モ デ ル
で 嵯 、 〆ご・フ チ 〃・ 噴 至 餐 巧づ～構≡萄皮£ 　ヲJuて コ奮 定.てデ
る ・ 躍 鋼 幽 り と例 、/f・ ・チr・ 羨 マ φ・∫ 力
才羅 履一歴 司'ペ マ 用 ・,マ の ラ実 定 搬4苫 最 適 裏
定 ナ見卿 り φ奏≠み 者 と!マ 才足案!マ 三。/会耳〃・・ケ ・序 ・型
に あ'て 臥7回 プ 甲 甑 ・ φζ一 ・起 フ協 ろ よ
ラ ケ ラた定 ≠尼励jl}二最 良 〃)角早茎 デ え 諾'㌧ 亘ノ・しろ パ'
ツ づ あ 雀 リ の捕 獲 教 窯 匿〕定 し在 ク 、 探 和 鯛
{一 炊 と す う戦 臨 ぐ最 善 っ ぜっ ・亨 っ ⇒だ泥 君
筋 ・ と 毛 示 し 在9。 一ぢ1・ 害 生 蜂 の毒 卵 行
蛎 づ～・、 穿 主 φ謙1拝 今沸!マ ・う ヒ さ っ 最 適 探
崇隔 じ 肋 性 絡 貿 つ 依,ろ ・ と 芝 示 ・須 た
/∫'
し 、 ク
蚕2,2厩 騨 締 の・磁
殆・,ぐ、,チ 壌 イ 承 イ れ 欝 っ か っ ・奪7硅 ・含 ん プ'・,
ろ 。 拾'、 ・。41・ 塚 多 掃 細 り 量 、 す 勃 タ ハ〃
リ チ 《 噴 に け 、差 肉 あ つ に{初 力、 わ5オ リ 々 班 ∫
1チ,ソ モ 尾ヵウ 上 同 じ 挙 冒 ㍗,て 揃 険 著1・
け 肪 醤 つ 循 ・貸 お 。 幽 電才家 斎!、 発
見 御 匂 断 畜 づ に 拠 裡 す り 爵 τ 錫乙ジ返1て 、
適 当 な 曜 甚,,勉'仏.チ ㌻ 確 弘 ・ズ刎 ぞヲ"へ
と脅 ろ 。 註 κフ チ の 塗 教1才 ナ 艦 叡 、 塘
険 勧 勿 回新 い 一fン4へ 訪 損 ・づ『3・ 次
丁 ・』拠 埋 噂 御7オ 蹄 崎 間 ・・⊂ペ マ ・ハ 之 えフ 葱
視 イ 掃 と づ う 。 ろ・1ぐ,チ 芝 算ξぴ 重 ク 崎 、乾{
い ヵ、に 決 あ ろ ヒ摂 喰 遮 度 嫉 臼ξβ・首搾 均 ご2・ ノコ
を ナ き ぐ イ き うで あ ろ う φ・"飛 ぴ 立 ク 助 刻 夫
脇 坊 砺 携 撫 ・肋 よラ ～・・1〈つ6湘 財
う 。 と が9イ キ ウ ・
(4)P鋼 因 定 躾 略
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あ'を 、 そ れ お』す の 崎 周 が 立 マ}ガ 多 ぐ 拗1れ ・た 〃)
と』 う カ・`二 か が オ)∫ つ費 門 の κ ・フ チ を 該 、 く多b
(』)才 甫/食 敏 因 ・走二載 略
蓄'ギ フ チ ナ つ ヰ甫/食 目 糠 数 吃 才 ノづマ あrき 、 〃
の ノ/レ マ 芝 累 一た セーノ渉』フ実 の ハ"ク 〆チ/＼ ヒ 彩 ろ6
(c)β しノ7一 ごプ ツ ザ 翫 ⊃ 固 定 載 略 ・
萢 前 っ濠耳を 才市う蔓{た 啄 と 由 ソ の 暗 同 胸 ア序)ガ,、
あ5汐 、/・ 乃 多夫あ マ あ っ 一た 定 教 毛 越'え 左 晴'・ そ
の!、"ッ ・チ 芝 玄 ろ ぞ 切 と づ'多 戦 略 プ あ ろ 。
.上 め う つ つ脚 略 ぞ 因 定 を れ マ 、ノろ 言者量1〃
れ ゲ れ ・漂 嚢 崎 周 ♂ 才南 獲 季玄、6ご ノ ア ノ声撮 適1。 、
づ 夢 初 う 摂/食 遠 度 の 票 晴 月匂耳 均 ご2./ノ)カ ペ房三
一大 に な'う よラ1で 選 ノブれ ね1ゴ 「う3参q ⇔ ノそれ ∫
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索 酵 問 固 定 桝 略 よ ク 凱 少 劒 タ1ノ断 コ7Lぞ
費'Y・ し マ む 馬 チ っ 質 ε正 別 し マ 振 湾 彩
.呼 ～
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チ 竃 咳、つ 〈rキ φ、 と」〉 φ〕♪ぎ 案(一 フ ロ 多 と づ∵う 。
砂7飾 鍬 虜 萄 て・宏 諭 勧t油 物一
〃† あ ∫ か、/%定 あ ∫ れ 素 定 淑 ご を越'柔 ㍗ づ
伽 う カ・フ」夢'厨 す 多 ・ 切 手1廟r・ も と 〃揃
の ザ青報 ↑,ノ7るン ー一一.フ ⊃り 芝 用 、'=》2と り窮・ で'覚 水一
1侮 肺 塚 豪 キ の/移 チ の 状 熊'・ つ 、・マ 籾 正
躍 参フ錠 力やτ薩 脅 つ マ よ 〃 夏 ・帰 寧ギβ鮎 得
,⊃7
》 蔵 り の で σ な ワ 乃〕。 ユリ よ う ラ 才 え お 初 ∫
@の 履 農 伽 蛤 ね あ 訓 百勧 物 探 奈仲 の ノρ
、フ宛 我 ゲ τ 一 う 勾 の蘇 に つ 、・マ 、/凸 捌 二
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〆=1如 荷 イ面 を 秀 乏 多 巧 デ あ 一う ・
参 ず 魂 日恥 と で/fワ チ,。 残 ク てu♪ ・麺 り 老矢
/凝丸)桝 々 プ あ5、 条 件 ・フ 蛋 増 幸
九 一 段 畑 判 ㌃ ち フ孫 ろ,砺 鴫 、
.乃 ・・フて⊃ 艮 の
創 婦 一て み よ う 。 、こ7・ か,・ 捌 侮 チ1・ 泉
一酌 ∫ ・ 吻 フ岬,光 一 あ+ち+一 一† ち+τ ヒ
すー り 。 探 素㌧芝 閉 佑1乖 肛亨点1・ 歯 ケ ⊃/fフ チ ト勺
繍 の教 ル 劫 癖 ケ 序1チ 、 厨 麟 つ 層 質
つ/彫 獅 劇 な と唄 い と か7、
厚 α ω 一切 一 傷 ご2'7⊃
と す う 。 ラ2ダ 為 探 素・っ 仮 定 ご2'5り 腹 刃 い ろ
ヒ ペ1イ7(L'r)公 武1`二 」こク
.?う'
-8`Xω 鴇 τ 磁 ゲ ー%α 誕・.フ万1,フ∂
篠 ニ ー一 一一
魚 万・娩 一一.兀 鴫.㌃ ・ンの
一寵 紳 ㍉國 癖 刃(曲ノ鮎 蝿
一… ♂鰯 緬 画 巨胸 創 捌
一撫.勢/(幽 密/測 珍刃 副
よつ て 残 ゑ 個 体 教 の 堆 定 値,亥 η ・ 劫 ・チっ 関
叡
_」 ㈱ 鷹 ご ピ2,9)
萎飼 歴/凶
と ケ り 。 こ の よ う に 一 巧丈 に は 均 ノ 元2ノ 一ー一ノ 歪η ノτ
ヤ れ の 関 教 と 葛 つ け ず の7残 ・存 イ固 外 教 雑三定 イ直み 、
ラ シ ダ ム 嶽 豪 っ 場/含 に け 履 ノ歴o系 四卸 拷 ≦宣 に よ
5す 〕ア.{髄 掃 獲 教 η ・ 裸 卸 奇問 の知 オ 励
の 園 芽ハ な つ の フ協 う ・
続 計 卿 裟 定 埋 蒲 の 彬 翫 用 臼 男》 プ β の と
と1チ(元,・ γ1)が 初 期1固!≠ 教 例1二 闇 す 多 僥ン劣豪乞
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ぞ ラ」∫戸'定一け 改 毛 さ れ 参 ・,の で あ ろ 。 さ苓 に ζオノ
レ「)け 夙 に つUマ の 最 刀・プ乞 〃7斎充診†一星 コ・あ ろ 二
と 芒 示 せ5 。 こ れ5弓 参正 明 房/デ 妹 ノ2刃 に あ ろ 。
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に依 》 っ で あ う 。 以 τ 節 っ 一か の♂劉 プ 調 べ マ}
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、勧 を 発 混 し 拠 裡 ず 多 ・ と ノ飢 推 定 城 奈 個 体
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ノfッ 〃 で あ リ 他 魂 演 多 ～存 秀{マ'の 刀一施
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ひ 嫉 壱 し 麺 ・最 モ イ・せ 初 幽'マ ㍉ 酌 個 体
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、疾 視 翻 参uの イ あ か 剣 ≠ の ラ ス テ ム つ
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σhl曜 ∫/97∂ 。
/3♪ 才露 酌 慣'習 ζ∫。ul凝 乙㎝ い伽 ∫'1側 ⊃
側 湊 間 の 競 争 。 し マ1∫ 資 源 量 つ イ跡 切 「 〔
マ っ 鳶 醐 発 的 競 争 め 縛 ∫ ず'、 行 勅 的 ・卜
幽 り方 粕 互 作 用1穿 う 干 ヲ歩 的 競 争 一セ 拷 潅 セ
ね,」 一ケ ∫ づラ リoそ れ ウ 乏一危・イ固酵三っ 乞1才舌適ゆ芯・ノ更.
6/
け1確 保1得 た資 蒜 量 の 升 プ ラ宍 ヲ 多 の マら准 な
⇔5に 個/抑 許 渉1・ よ 舜 堰 θ鯵 撃 因 硯
俵 存.ず ラ た あ,真 の進 化 的 平4受ア1才、 開 発1在
資 源 の量,ぢ な 拐 摂 壌 量 瑚 よ ソ 写 出{た
非 †あ 力平 ・後デ絢 ∫ ず 水 多 けず コ㌧あ う 。 二の ず 才・し
の 郁 粥 協 力 最 適 傷 鉾 ぐ 物 プ あ う 可 能 挫
裕 あ う 。
/㍗ 履 〆 ∫一以K飾 侮 θ97蹟 あ
賓 伽 め て・う競 争1二 御 マ 就 髄 力勲 「非
対一穿励 才1こ争一@ソ 　 晶1・ ・繭 ゑ)」 刀厩 麟 用
いマ翫 明 悸 。 ナ ワ1り 行 勧 や 肋1肋 資 源、
戸斤フ有才蓬吃需忍わ うオテ重力'頭ろ・、・マ 、づ≠ のっ七を芝,
縮 砺 と物 筋 っ 個 イ為 ヤ知 り う っ 傷 物 っ 差
熟a印ldて 資 源 禰 乙源 課 キ う妨 う と ブ
う・腔 裸 の伽 耀 撫 縁'脚1・(
てuつ の マ」あ う 。 あ 多 衆 定 の 杜 方 州 賀 習 ヒ1
て 定 ま っ コ ・'マ 集 巨⊃の 浮 七 人 ヒらっ イ圓イ本 診)"そ ナ)
に 従 君 う 地 を ＼4也 り 少貿穆,て ぞ っ イ固イ声 例 ・少ぢ獣 イ受
λ に7ギ ち と で 多 ・ 慣 習 ・ 従 ラ 議 ど う し ・ナ ラ
ナ ィ 賓 瓶 を 命 配 刑 用 す つ の1・ 対 し … 貫 習 の 蓬
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し願5名 塗 多 坑 多1。 あ マ 侵 凋llブ 菊 れ1フ
壇 え り つ と君 イ 告 躰 濠 螺 ヒ 穿 う ・4『 御 ・ 多
ぞ と り 集 帥 丁進 イ励 に 宴 定 ご石 ∬ ブ 卿 で ち
ろ ・ こ の お角i薩1ゆ 賓 娠4グ 酉乙 ハoダ ー=ン/φ ナ4σ 一ブ あ フ
フ ぞ 直 用 マ篭 、 そ の1紹 一7空 維 拶 す 多 よ う
rケ字r/含 的1贋'習 と、 そ っ ≠尾 豪フ た 三妻5'う 者 とη 久ン
'罰 的 闘 争
が あ ク さ え ず れ κ∫』、 そo賓 ら原 ・ケ 酉乙 パo
タ ー γ ヴ 」妃 ず'∫塞6ヒ 的 委～定(百 ∫∫♪'=ケ ク う 易 の
イ あ う 。 そ 労tウ 乏一、 実 魂 玄 ホ つ 『薪 源 ・ケ 酉こ妙}・
日8∫ マ」 ケ ケ 水 ノブ ケ.∫ 疹=と ノ3典 奪 象 イ牛 プ ノよ
う ズフ
あ っ マ モ 、 々 弧 乃 孝 マ、 一 意 βフに 殉早が う夫一誹3乏
η一て」塔 な 、,oと す っれ1ズ 、 この 論 丈 て』4フ な っ た
よ う な 資 源 分 配 の 集 団 左 縁 ヨ。 と っ マ 最 適 勧 ぐ
タ ー ン 堵 郊 問 題 拶 、 圧 ∬ に す 淋 あ ノ・
ピ の ぶ う な み 会 的 慣 羽 力,・炉 要 フ噛 つ ψ、 と・ノ 別
に 孝 気 ね,ゴ ケ ∫ ケ ワ プ あ ろ う 。
造 イ云}を 多泥チ孔者 ヒ す つ ゲ・一 為 プ=ら3婬 イとΣ量
矩1二 あ・、,て 、E5・ ∫ ば イ固体 今 埋 性 θ ηグ乙・・い・ゐ 久/
飯 砺 必 例'・ 耽 わ 勅 で あ ク 矧=ブ ・つ 面
ノな 度 最 丈化 駿 食 イ声右 蹉7/せ ごブろ医ノ μ厩ン働瓦乙夢 ソ
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1・対 応 す つ 物 で協 ろ う 、 漁 ∫2つ の 問 題
∫チ 畑 的 壷 マ・、 一 方 の け7博 ぐ 抑 ・解 疏 立 れ
籾 蒋5ラ6)。 在 ヒ 、4・ ρ坊 え か,・
ゴ3.∠ イφ録3月
閲 係 式
万磯 勧 一 卵 脇.の 侮/ブ
4・8/
は4デ㌧ † 郁 つ 寳 癬'用 量 写 碕 浸犬 化1マ リ
う つ と 芝r、 し マ ロ う 。 万 は
7・1-{k蝋 ご峠 帥 蛇 ク)グズ
づ π聯 〔ト紗 畝 國
と零 萄 殊 ∫糊 。 抑 ・～
や κ θ一手 凶.〆 一ψ 一窪 ソ
(ヲ 、卯)
と 弱 。 ご初2少 の形 け 競 才扁 が 一 個 楼 っ 場 冶
の 試 乙 あ ∫ブ ・ 同1』 コ誘3う ・∫ 、 解 は
6ノ
撫 庁/÷ 鰯 〉朋
")に う マ'
ヒ サ つ 。(3お)ヒ β 湾 チ.)'の 式'♪ ヲ,イ し4う ≠
バ 正 参 ∫
孕4+一 望 壱 一/一 畜(3刀 の
バ 威 立11そ づ フ・ケ グ 駅 げ 弟ヂーoど 今 う ユ
と 研 物 ・う ク 夢 。 ち く ノ司 ・様!。1マ 、 そ(4ω
カ∫正 参 ∫
響+2薯 ぜ 一/一 ÷ ζ殉
滋減 立 お .顯 η ヤ ・ぢ(・ノ づ瑳 φ琢 捌 ・∂・フ
て4舞 類 っ 冷反璃 芝 得 う、
編 域 リ 索㌔uず 承 ぞ 湖 正 で 臼 う 。4≠/才
θ/}∫ル(3駆2茂 蓮 鏡 せ 多 ・ と マ馬計 軍 セ れ
礎凛 ∴写噛 一
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額 一・わ)・/l㌔ ・7・ ナ 薩 ㌧ ・ 協 つ と ・
勃 噛 θ一÷2帥 り
編 わ)逆 に4㌔ 初 イ 鱒 ノノ7・ お・と
4訥 一 或 θ一 卸 切7c♪
糠 麟 の 嶺 ・2-o伽4う ω 一 〇 。
あつ地 働 瞬 ㌃ うφ、・漂 士危収宏 茄 〆
の植 に よ っ マ 詑 娚 ・κ ろ 。 一 搬 ・/生窒 英 う=ヒ
ナ∫ぐ 堵 ン ろ ヒ仮 炮 弱 と,κ カ の 植1・ よ つ
マ ラ つ の 緬 域 φ協 う ★ 君 カ カ・3
〃震 麟'2・ 窪 参 在1参 、・。 イ ン 屋 ♪ ク4,ぐ4ユ ノ丈
〉知 よ う 一 マ 導 ク隙 あ れ 易 ≧ ∂2袈
伽 、ぐ#ω φ噸 域/つ 鳶 マ つ 庖 デ 成 飼 う ・
と・ う φナ 訪 で 、 仮 弟㌔ 〈 書 圃 φf頗 絨3
ユ縛戎 立ニーず2)痂 ∫
厨 珈 ぐ露 幽 θ㌍ノ
〃)』蜘 、れ マ 、 ユれ な 規 務 イじつ 式 ご3'/θ 仁 反 ブ
66
診 〔訂 日肝 多 〕。
共 存 域 噸 域1)フ 勾 よ、 薪 訓 プ常 に 隔 つ
増 加 関 萄 で お う 携 、 君72履 切 と を1。1才 ・伽2
け 誠 ナ 関 教 ヒ 勧 。 助 ⊃ ヒ ノあ 第24働 勿
i。と つ マ の 棄 境 疹,φ ㌔ ・っ 存 在4た あ た 編
の 忘フu湯 含ケ でー 養L・1ろ 悪 く な っ マ ー う2ヒ 書 示、
1フ 切 う 。
53,7イ す録3β
2イ 因イ本 の 協 力 最 適 ば 、 偉・1招卸 変二笏(41,・ ≠2毛
P・(淵 死 φD4'ω;・/え 霞1婦2)
の イ とで(3,2の 武 吃 最 大 化 す 多 よ う1。 選3、'
。 と1・ よ っ て 担5れ 》 。 こ り 問 銅 η 藤 一
廠 岬 吻%、
臨.勿 一ζ輔+θ 。α調 偏 〔/一鴇 一物
一 λ詰 一〉・夷 ご3β/ジ
を 亀 と 烈 。蔚 ・ノマ 最 大 化 ず っ ・ と と 同 値 で あ
ろ ・ こ ・で 砺 蜘 プ 壕 教 ハ九 ノ窪 正 つ
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定敬 コ協 つ 。 レ(軋 勾 パ 加 ・紅 ヲ 訓 訂}性
び
レ(楠 一一κ牲z一 虐'興 報
こ
一k畢 裟2+Σ 一・£頑 コ θ β勿
で 掃 。3家 元!≠ レ 暢 γり 空 間 に お、Uマ
ソー レ 醜 φ。力 芦 粛 曲 面 で 表 す 。 そ っ 劉7拭
け
P一 響!6-・ 。♪2と ・ 膨 リ
イ あ 勃 、5 、 曲 面 昭 φ.む%一 定,げ ヌヌ曲 的
φ、方劾 勿 的 ・協 り 、 ζφ・.φ。ノ)一 平 面 つ 第 一 象 解 つ
r勺ξア に け レノピ・たノ≠Σノ)9才 憂季艮1'才}在1な りo、 碁 フ
マ ソ ゆ2オ っ 座 漂 軸 上 で 最 大 値 ギ 万姑 ね ぱ な
5与9。 φ 一 軸 り 正 の 部 命 マ"ぱ
レ幼 .・)一齢 噂 掴 噌 一λ勇 ご瑚
ヒ初 、 そ ・最 大 値 ば
θ♂7考 ・ヒセ)
W㌧帯 ノ÷ ユ1ニラ囎1蜘
`κ ≦ 月 のヒキ)
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で 詣 う 。 こ 二 で 易 一込Lと ㌫ 諺 。 づパ た ぐ
く9,{〆1
同 嫌 に して む 一 輔 の 正 蒲 吻 ・ 討 ろ レ/の
最 大 値 ゆ




。 。 マ%一 互 ヒ蓄.一 先Dθ ζ≦%劉
θユ〔ソユ
最 画 努 力 飾(ギ ω.ガ α・ハ よ 房㌧ ら噺
73又'立す ろ ψ、ラ 〃)吏 っ 不 辱ごr武4多、に ょ っ マ 、
ピ卸 緒 ノ.・)叡 ・.歳 θ一希2)め 肋
で あ ろ 。 巧㌧ げ ・∫
働 ン や。一 轟 一扇`3例
」否1一 凋 。
と書 キ 直 せ ろ 。
詳 π の よ う に1て 、 θ'7伍 よ ヲ ソ'7ろ 劣
換吉論 さ れ ろ 。2つ っ 不 写 武 θ'ンo・ と ・修 櫛 ・㌧
同 崎 に 成 立[マ い ろ ・ ゼーよ 。4乙 キの ・ で1あ う
よ う な 、と 久 毛 ・選,3涜 、 ζ38∠)の よ う!・ 記(た
P
6ク
レぜ φテ レ の ゴ覆 大 イ直2一 あ う ご と ψ㌻ ナ)づ、 ろo乙9β6)
中(協 う 弗(カ の 袈 硯 φ・多ノ 締 η7鄭 磁 立
t、 ㌍ 坤 えkω ン イ フ協 う 。 φ、軸 上1・ あ
純 協(ト 毒。♪.・ ハ ・知 マ 凶 ∫
レ レ/フ㌧ 一響 ご1一卸 梶 ヒ 多死 碑 の と ・
矛t一就 軟 す3と い θ。 と 名 ≦ 履 よク 巧㌧ ず
が 編 。 ・婦 課 の 不 穿 式 は ば が 幽 最 大
づ畜 イ・あ う 亭 実i・ 反 で ろ 。
一 方 、6ρo。 と4>履 よ ソ 丸 ン 巧 ン 履
縛 騨 ・得5掃 ・ ・う!7影 冬彦ク%論 ば 二
θ,ン 砧 写 ∫1ゲ 巧7妓 ブ 診 夕
41㌔ ・一 哲 カ ー ・ 働 ≦ 餐 助 、壷 イ
伽 一・.養 歳 θ鴇 〉 ろ緬 競 てり
伽 誠 θ一 詩 ・伽 一・ 陶 琉 マち
(3β2り
ノ〃
第4章 ≧と 息 場 所 逗≧択 と 移 奪力
54./生 息 場 所 選 オ尺 の.適 応 的 音 羨・
動 物　ゆ4多 ・動 能 力 を ぞ っの で 白5っ 凌 息 場 所
宅 蓬iオ疋 ず ろ 乙 と弼・多 少・ヒ 老 『「翁乞で あ ろ・ ヂ貿境
1才瞬 間 的 に ぞ 空 間 的1・ ぎ 一 様 で な い 〃、5、 ♪圭
息 に 適1在 湯 所 キ 求 め マ 雑 重々す3二 と 矛テ・女 蓼
で'あ ワ 、 こη 悔 め に 将 泉 の 事簑境 の 良 さ て 視 在
の 状 呪 朔5評 価 しマ 他 の 瑳 息 劣易所 へ 多麺 胴3
φ、脅 〃、ギ 決 定 ず う ・ と が 重 蓼 ヒ な ろ。 声 と 乞
はし・ナ曽殖 〃)締 果 、 審 度 君 高 参 ろ 二 之 そ ・ そ っ よ
う な ラ移 重力 で イ足 す 票 因 の1っ で あ ろ ・ 害 度 の 低
、喫 知 窪 とd・ み 適 毎 ノ生 息 場 戸腔 案 中 的1・ 刹
用 す つ が 、 島 暫 度 に な ろ と 移 動 力'身 徹 力 φナ
島 湊 ワ 比 載 的 ψ}適 で 珍 り1圭 息 湯 所 芝乏 剰 用 一プ
ろ よ う に な ろ 二 と が 古 ぐ か ∫ 女 ロ ∫1れ フ あ・ ソ 、
段 之,ブ 森 下//9∫2./ヲ7/)り 王影 危鋤 知 騰
け そ の ノブ マ物 ろ.蘇 、 密 度 茄 葛 ぐ な 御 ・
つ 弧 て 他 へ つ 房 散 力 汐潟 呑 ろ ・ と は 多 ぐ 弓 毘
1//
窒 で ぞ知 ∫ れ マ あロノ 、 表 翅 彩 っ 出 硯 【・ 掃 癖
生プ・日 ・＼の 転 穿多 は そ り 顕 落 参 イ≠・1であ う 。 ・ の よ
殉 妥渡4上 昇1。 ヒ ぞ な 甥 舞 梶 生 息 場 所 蓬
択 の 観 齢 汚 冴 て 、 物 適 応 的 葱 叢・を 論1・ マ
フナ よ う 。
街 亀場 所 選 わ(を 論1・ ろ 際 ・ 、 ナ 渉 φ・}・/分 グ
72っ っ 祝 明 の イ坊 が あ う ・ ノっ は タ え ∫わ
レ ー群 っ ・露 場 所 歪 集 団 左/声7も 動 華 よ く 剥 用
亡フ)…と%し 、 そ り 象壱果 ンκゼ 代 仁 いか'二 ㍗<秀 一
続 弱 汐,で あ3。u刃1距 艮》 れ 左 個 購 贈 複
淑 の 也 匙 湯 所'・ と・つ よ う'・ 房 酉乙設 賓{マ 樽 ま
η 一せ う ・ 、 表 一麟 に 集 団 左 体dマ 天 を ぐ ず
ろ ・ セ が マ』rぎ う ψ 、 で あ う 。
と こ そフφナー ブラ1こ れ と13r累 プ}「ろ 適 応 ・1参～フ参彪 明
浦 あ ろ 。 そ れ ば 、 各 個/腸r内5め チ 募,教 り 曽
す ∂・ う に 生 息 場 所 奮 還,3貸 す う 拶 九 マ噛 う 。
。れ う の と些 ∫ つ 房 え お マ幌 物 呈 り よ う な 密
度 に 対 す 多依 存 性 を説 明 マ壕 多7・ あ ろ う 。{
ラ〃,1二 っ抵 ∫2っ0膨 乞明 は 渉 フ でと ぐ 彦'ノ〃){っ7・
あ ゲ τ1同 一 め そ の ・ 別 つ 側 面 て 苔 つ マ.、 う
ク2
の マ㍉巧 く 、 定 運 的1疑 界 な 賜 吉論 を 享 イ ・
と 吃 求 そ ラ 。
ケ2つ つ 生 、息 委易戸斤 づrあ ク 、 そ 水 ゲ れ の 王尼世
イゼ の イ固 イ疹 孝文 桝 〃/〆 弓2の とrぎ に フ銘 世 代 の 喫刀行
イ固搾 徴 墜 々れ イ'水5(弓).五(搬)ブ あ う を 可}多 。
チ1・(れノ 陰oわ ゆ う 二再 生 渥 曲 線 マ→あ ろ!図4,島
図4,/件 示 ず よ5ノ ニ1直 享泉 マ}ケ く 凄乞40型 フ・巧ち つ
の ゆ 生 息 場 所 丙 の 奏 原 競 季1・ よ う 初 マ・力 う 。
よ ワ う多適 な 珪 適 な とと息 う易 所/の 方 が イ直 φナナ キ
・1ウ/全1湊 ヒi7っ フ完世 づ七 イ因 づ≠ 拶丈t最 大 に 司r五
二 と σ
弄ピη∂+五@)一 最 犬
宅 〃ノ+勿z=〈/の ぞ と に 最 大 化 勿'う ニ ヒ マリ あ
ろ04れ ゆ え 、 菊孝1窪 η1ンoノ 級 ンoの と 窒
£画)=ぷ ω ご4わ
て 満 た ず ・ と 纏 わ づ)る 。 〃 〃佃 ・さPヒ さkψ}一
毒 方 方 さ 刎 用 し η,=〈/ノ 〃役=0で 物 ラ 。
と こ ろ 初 、 王尾 也 代 の 告/因 ろ湊 が 爵 ら り 多づ 系 著丈
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匂最 夫 にサ ベ く 比 包場 所 選 才匙 で つ ヒ制 お
集 団 釧 蘇 と て 搬 イ物 最 大 〔・す 多上 の解 と
{堺 な ろ ので あ ろ。 生亙 場 所/イ'視 セ ィヤー個
/隔 副 の 努 勧 期 鱒I」 禦 フ・あ リ1生
庖牽 種 防 ノブ洞 縁 っ歓 ヶし較 フ鳥 訪
サ
罐 ん で 擁 力す つ の マ協 う ψ、5,平 衡 獺 準マ'
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い つ ヒ い え 》 。
δワ
第5葺 嘱 知 卵 重 の 進 化
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樋 匪 非 勅 ・勿淑 蓬 む 毛 の φ協 ク 、 殖5'・
1瀬 オ ー ダ ー の差 界 御 鵡 。=つ 周 題 京、蕨
㈲ 達 、を環 境.r～ 主話 塚 武 に ナずず2助 勿 り亜 応
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勧 吸 た と 豪 に 、全 適 応働 上み汚 参 け 刎 牛
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さ 、,差 う 穿 顛 域'1
身 一{27・1働 く 緬1
σ ¢窪1つ ぞ 名 擁u・
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晒 了 炉 一 ぜ 一… 窺 一 子 φ畷 適 解7協 ろ
!図5'ノ リ ・
侮 卿 健 に よ グ 、 ρ ア・ の 左 纏 躯 島
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解 ω φ渦 所 白撮 ナ 物 ン 乃 ・ あ7色
廻 の 関 係1⇒ ク 楚 く2フ の 易 傷f〆 葛
れ3/図 ∫ の 。
湯 念 リ 蜴 解 破 勧 毯2幽/l司 つ
eフ'1爆 占 解 ぞ 幻 紡 配 解 モ 局 戸ケ・最 ノー "睡



























・麟2♪2旅 印 ヒ 奢・2礁cべ 司 つ
?旬 櫛 解 絢 肪 百乙解 批 で に 局 酌 敷
大 遡 勧 コ%癖 殉 彰 齢 イ 鼠う ・場 后1・
1窪欄 解1議 ・」、物 ク 禰'的 最 揺 僻 ナ伽
勢 と と 右 ・ 触 占 解 か・3均 写 ケ 砂乙解 へ と 不 垂
,続'・切 グ 換 わ うoマ 物 う ・
けず れ 勿 場 合 「・そ 、 賓 娠 り旋 量 伽 」、さリ ヒ
き陽 物 捻筋 畷 適 マ協 ク 、 ρづ叶 房 端 り
と均 貌 施 乙脇 湯 適 解 吻 勃 マ匂お う 。=つ
こと1∫ 資 源 の統 量 づ勉 曽 す に ・フれ 最 適 解1∫ 資 魚
の不 劣甥 吻 配 汐・∫均 孝 ケ 配 く と 変 化 す つ ユ と
を祠 フ 舌ツ 、 中 間 の ρの 植 に ナワー 7一 押 釘
解t経 マ ≦壷多彦的 に変 化 す 多 場/含 ヒ 非 三重錫≧的/・
移 う湯 右 御 あ う 。
〈/が2り そ 大 を 一・腔 乏 ノ司緑 ケ育殉癖 打
な3と 、 図5,4の 謁 イ捕 課f・ 参 う.中 間 解
ゲ 局 所 的 最 大 ・ な う 縁「づ牛は ご5./づ 式 謂 オつ
6、》 よ う1・ れφナ吠一さ い17ど 厳!〈 な ク,あ 多
穿鍍 繋 な 四 価 ・矧 マ'む れ 勿 界 勃 雰
占解 の 励r最 適 解 の候 補 セ じ ～残 う の7協 う6
/6・∫
1%1∫ 一 瞳 鯵 齢 ・・控1㊥ 綱 偽 吻
ず つ才鐸 ね 卿 り 個 体 ノ・1詮 峨 資 切 ア勃
・}・,角γの寝 最 疸 解 ヒ
、〔て 誌 す れ ・鴬 け.
2パ ・ 乞 圏 魑 工
一 岬 とに 蓄劒 痂 最大
芝 ボ あ う2と と 存 つ・ 〈/や ρ汐嫉 さ ど フ 技 寳
さ 勇・唾 個 侮 鰍 れ 拐 蓮 読 量 ヒiπ 報 婦 く ∫ り
状冷 く 孝 う ヒ す う 。 η を 埆 〔て 斗3t
れ緬 一 号 殉 一 最大
ナ リ 澱 適 の 旬 ゐ碇 宏 う.舟 勿 、ん σ 揚 の リ
クけク フ 上 の 、首 を/票、弦 を 多参ん プ㌘直 景臭 っ イ碗 守 を 表
'弗 ・∫
、 家 あ う最 適 値 ♂ σ 隙 ミとか ∫ ゲ ラ フ1・
鉢 擁 捗 線 つ幡 之 つ 座 糠 プ あ う 姻 ∫ の 。
・れ 匂 最 初 縮 伺 ・た 嚇8瀦 此8殉 畝
ご〃7の フ・あ っ 為 試'で 宏 す と
論`蔀 ゆ 一・
物 が 屑 でω)一 和)(∫/3♪
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を渦 在 す 勾 づ～擦適 解 フ・あ う 、
・の 毛 デ/レ の 重 要 な 篇 論 σ,才7入 芝 ・}・つ 賓
源 量 働 晴 伽 趨 ρ にイ衣 ∫ ず 色,β 少 式 珊7・
譜 渉 う と ・1多 ユ と マ・あ 診。 卵 重 一 卵 蘇 の イ列 プ,
・ 乞1あ 卵 重1才 雌 の9喋 重 量 ρ1・ イ齢 婦 ㌧
「定 フらあ リ1りP数 η の 方 御 ρに 比 イ列tマ ガ豪す=
と に 筋 ・ 厘〕∫4η マ{偏 弓 よ う1・ ・e
6ぐ ‡曽す に ・フ 索 て 各 一 イ因体 に投Xセ 承3資 ラ原 暑
勧}、 小 さ ・・ η1・ マナ1マ1∫ 夜 動 す つ 虜 、 れ …
ナ 捗 日}ゼ 物 幅,}・1撹 ぐ な ・ノ 、 あ 劾 骸 大
を ㌃n・ ・ 君1て 、丁`∫,ノ の 七 冴一た ブ ー 定 値 ヒ
つゲ イ5・忙 ∋ 。 りβ 重 ヒ 卵 淑 の イ列 フ隔u之,ず ・、 例9重 一堅
1才維 の 卵 巣 重 一星 ρ に イ留}せ ず 一 諺 イ 刎 、 のP
嫁 ハの 方 一航 ρ に 比 イ列 〔フ 塘 す ・ ヒ 吻 挑 卵
重 量 例 の1麦 化1∫ 、 列 ・ ヒ つ マ の フ主 息 環 琉 苑 廣 ・一
彼 η ∫ ゐ か を』曜リ7陵 起=セ な …
こ の よ う に 卯 数 け ゼ 親 の擦 ギ1。 天議 ぐ 紹 閥
す粥 ・卵 の 帽7擁 鷺 ぐ碇 ゴ βう弛 り
夜 蛎 呑 … と1叡 量 類 で 広 く 勿つ れ り。 蘇
財 の 細 ・痙7デ エ じ1・ つ ・・マ4詠 域7卵 教
/乙 ・7
耽 ≠知 爾 拓 。 昂 げ 個 望御979り 一 っ
捌 く痛 焼 け ワ罐 畷 昆刎 才 裏 陶 ∫ 邦 ぢ㌧ 定
で9磁 φ祠 無 刎 別 ず5粟'・ 〃ζイラ例 マ 増 乏 各。
ま7三 卵 リイ7・ σ 潅 水 域 ・遅'・ ば 大 叡 界 な3
ので あ う ・ 一 方 で ・ 努 毬 ハ』チ 勿 一 覧寄 主 あ た ツ
の 涯 卵 数1・ の 勧 帰 ⊃ と"、・フ博 鮎 惣 縫 の ヒ
ラ タ ア フ噸 禰1・ 勧 胴 鍔 生!・ラ 遍 タ・・-
4磁 妖均 帆 幻 蝦 月 ・ 踊 期 を 穿 生1わ で 峰 一l/
ヨヨ化1フ 出 一マ ぐ つ 〃ヤ 、 穿 主 イ固 イ湊 に り 一 匹 の 雌
蜂 ゲ 複 数 個 つ 卯 を勧1り す り,と ガ,・諭 、
め 弛 マ 》 う ・ ヨヨ化 旨 ・ 寄 生 舜 の 教 ・丁 努 勤
あ 》 ヒラ ク ア つ物 グ ナ ギ の 弄 窒 を に ヲ彦傷 肪
,八・喉 鵡 燗 係 吻 訓 呉 宅1刃./ア ク7⊃ ρ
f53複 教 賓 糠 モ デ ル
舗 に 局 チ の 備 脳 影 響
/伽 し勧 巧 ・ 上 舜 課 ・よ 左 て 侃 易有 た 成
立'φう とF戸 、缶㌧ 伽 ノ・ 生 イ}率、 ♪ グ ー破1・
1螺 コ　こ櫨 珈 ヤ 綱 伽 ・傭 醜 れ た 轟 縫 卿
の 関4次 で あ っ と リイ反.定 浴 ・久 弓"(で 満 ・た 之,れ な
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い 揚 診 、 叡 知 ゴ 尾 弟 締 妹 間 物 賓 源 一肋 イ・
ろ競 争 班 馴 ぐ 一 生 存 導㍉ 樋`・ ご依 存 レ ・ イ
う惰 況 で ノチ,最 適9Dサ イ プ 仇・ぞ 多拠 ・寳診原 量eド
ィ表存 す り よ う に な う 。 諏 親1。 掃 チ の 保 護
の あ つ ヒ を ぞ/司 縁 で あ つ。
往 存 率 を ω ・ 肋 圏 教 貝 マ 帰 卿 ブ ヒ 劣・
⊃うoコ こ フ』〆)}76つ題 ノよ
卿 一ρ の さ け れ伽 η)〉 蚤 大
を解 イ ・ と と 筋 ・ ゆ グ 彬 巴 の 控 簗 撫 ・
{。差 り 定 教 パ セ 用 ・つて
罫 り伽 れ)一 》祠 一・
諏n緬)一 く呵 一・ ご∫'/り
を 解 、卸 跨 ・・。 蝋 ♪ ク 気 舖 箔 す 如 ブ,
名+鴫 一 鴫 一・ ζ∫/の
跨 う 。 こ の 第2工 環 は 競 争 つ 仮 定 に 溜 層 マ・
あ う ヵ、 ∫
君 ンω霧 ♂殉
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ヒ ブ衿 ・ 肋 イ柑}性 拷 庭 ぜ ず夙!・最 適 励 イ
で 乞ゴ縦 お ヒ 峨 一 義 一2・汚ち プ ひ7・
劾 粥 、 コ の 稽 董 が ・ 誘 ぐと 、 仏/の つ
解 ♂1求
仇断 ン ω≠
イ 劫 ・と掘 堺 の ク 導 齢 拶 、%の
づ 幻イ府子}性 熔 あ つ ヒ吾 に,£1物 れ を ～巨 幌{一 左
モ デ/し 尉4予 測 値 証 ♪ ク{典 ず 一大 キ く な
勃 で あ 垢 ・ 抑 鏡 静 の 存 勧 ナ荊 β少 彦 で
ぞ プモ5づ こ・こ を 示tフP宅>6
・主 有 華 φ切 の サ で 与 く れ の 関 諏 ヒ 勃 状 洗
匂 螺 ろ納 に疹 察 〔η う と、 そ プて!堵 底
tマ ー つ賓 源 の 外1吋 嘱 菊}2女 配 し マ,,3
勧 脳 晦 在 す 肺 め で あ3と 解 釈 プ さ う 、 た
縁1}駅 卵 重'卵 報 つ モ ヂ/レ1・ あ1り 宅 親,。
勘 う一の 保 叢 痂 つ 陵 は 物 総 菱 〔d」 擁 ・
限 界 φ、ら励1雰 ず マ9、 あ 幻1・ ・脇 大 窒1・ と 灸
一 匹 あ奔 リ へ の・ケ 西こ量 が 講紗
、 同 一 つ づホ重 芝
ぞ ・ チ1・ っ ・・マ 轍 す 加 塗 存 率 汐謳 く郭 。
袖 ガフ鏑 蛎 肋 ラ吟 臓 ・勿 切フ・溺 。
〃 〇
二 っ 湯 信 親 に ょ う}の 保 護{卸 ・寂 資 回 ～
う 幽 東 誘 乏 、 ヤ れ り 卵 に 寂 寳 一Σれ1・ 吻?縦
と ゆ 別 種 功 毛 の イ あ う ど1マ 取 ソ 扱 う ・ と が
7一 き ょ う 。
一搬 に8徹 恥 資 鴨2し 町 一つ侍6協 ソ 生
存 靹 バ 婿 託 糧 の蜘 欄 瀕1・ 写 フ マ ・吻
と(、 資 源 ゆ ラ 照 そられ1・ 繰 量 に ア艮 クψナあ3ヒ
す 》 、 そ れ5が 一 っ の 段 階 プ 同 時 に 存 衝乙ケ 才し
ろ揚 ・含 ヒ 、 フ安 、々 ヒ痩ζフ突7白ウ 仁4ケ 酉乙さ れ 交力果 を発
揮 す っ 場 冶 ヒが 撫 ∫ れ 、 饗 穿 っ 多課 を イ た
ら す 。 以 下 ブ ニ 弘 一5を 角畢 ネ矛1フ2〆 一う6
湯 参D同 吻的 多 資 源 モ デ ル
1商恥 剛 あ・の あ,劒 賓痂 坊 虫立に効 力 を
ぎち,生 存 動 チ豚 鞠 め 賓源 量 り 関玖 功籏
で
漁 得ノー一一ノ留 一 衡 罵 儂 ノ 一ー 醸)(∫ ノ72
と・書 す 多 ・ す う 。 π個 体dう と左一適 応/幻 加
の η傍 とな う が5;知 世 代 の成 修 敬
畷 ㈲ … 鳴 ㈹2>蚤 犬
///
孤 吊、大1っ ケ う よ う な 窮 を ま'わ う 二 と に な フづ夕、
雛 源91貞 縛 躰 系纏 の 上 戸艮9切 つ
づ1ラ
9≦ 島 島 偽 一っ∫2御
2♪
ケつ マ ご∫/り の 老 ヒ7・ 痴 也 ろ物 戸装依 紋 セ最
大化'ね 駐 家 賜 ・ と と 彰 。 鵡9幽 タeつ
労 箔 盛 り
ゴ
駕 〔hイ 【(侵)一一逸(曾)一 畜 λぐ6加9一 θ〕=。
(骸!1・/一"∫2(幻 アブ
争r属(R♪ 一一'雲・(鳥)一 嵩 λ・ζ膚 一f)]一 ・
詞 代 ∫ ♪ ツ 渇 を 蒲 宏 す う と
ノ_彦 好 一〆 ㈹つ σ2の
Tフ/イ
fご9り
班 得 ∫ れ 多 。 一ζ ぐ肩り701。 荘 β ヲ 多 と 、 イ丘 葱
り 齎 源 『グ1ニ フ ∪π
/ン げ器 ノ 画
君 蔵 立 ず う ・/ラ'ギ(生 存 畢1っ 累多簗βず 多 の び




桝 広 立 す っ 珂 一 丁緑5β ・協 多 響,出r・ よ つ
て 、 げ 〉 弓ナ 〃出 マ<3・
よっ て 複 教噂二黄㍉原 う丁関 チ す っ と を 〃・最 適 ・分 西乙
臥 肋 りず れ つ 賛 硬r・ η 一 マ で 単 猜 齎 轍 モ
デ ・域 立 マ て 予 測 嫉 最 適 投 賓 量 雰 ワ 資 森 量
6{1大 を く,し ち ゲ っ7卵 靱1よ ・ム さ り の フ㌧あ 》 。
湯 右2⊃ 函 淀鈎 ラ 資 爺 モ デ ・し
和 ・ 拾 賓 撒 の 生 有 季 く つ 穿 狛}同 日テマ'σ な
∠ 、1っ φ1㌧終 力 。 た 復 で 次 ク 賓 糎 〃章始 ぐ 吟 期
に λ う と 一 う 場 合 磁 察1得 う.3イ 圓 つ 生
有 段 踏 が あ ワ 、 そ れ に 対 貯1マ βレ つ 碍 の3
種 類 の 資 源 祝 あ う ヒ プ う 。 駕 一..η。 芝 孫 防
フしグ)イ 屡〕4多 蓄丈 セ すー3℃
ノ〆7!二/2(」 二23)
ノ・佃 一 ん 峰)傑 伍/.2、8ジ
・・ で 最 復 の 蛉 最 解 イ っ2古 城 蒙ズ 樗,.1を1資
ラ原 量 っ 制 約 毛 表 で ∫個 っ 不 写 了＼、尉 ナ
月論 ≦ 合(琶 ・・一一,の ¢2の
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の μ で最 大 化 す忽 。偏 η㍉,翻 問 題 瑚 診・
オ才緑5Cに 鰯 計 劇 ・よ和 ゴ、 ∫個 のr緬%
う5、 垂}初 つ の資源91で 孕狛 資シ馳 デル
宿 鋼 一 献 勧
φ掌1起 立 す3。 二 のP、 を 彦房界 資 源 と ρチ ぽ ラ 。
こ ハ と キ ・俳 ・、人前 の 生 有 段 階 に 影 響 お 賓 原
1痔 鰯 制 限 を ・麦 え マ 毛 髭 果 に1窪 影 樗17、 、.
っ 参ツ ニ れ5び 不 足 しマ ロ をbη マ」評 ソ 、 軽
清 ・テフ的lz・ 戊 げ 賓 源 イ ・錫 ・・4フ 協 多 。 卸 …
臨 界 賓 卿 人薇 つ ㌃ 宥 晴 窮 り 賓 源Pつ リ マ ・坪
薇 寳 糠 モ デ'・し り 予 想 値 ♪ソ{ワ 〃教 労・/ムさ く 投
賓 量 φ琳 庵 り こ と「げ 一破 彦り に 霧 論 さ 班 多 。
二倣52っ 〃り 多 寳{原 毛 デ ・レの 示 ワ夏 ず2・ と
恥 親 に ♪ つ チ ・ 保 護 っ 碗 と 窒1・ 肛 戯 ず 犬
ワr〕少 毒…へ と 進 イ/じ一ず つ マ"あ ろ う と ・・)=七 ・マ㌧≠う
つ 。 う麹 す へ』 毎 別 臥 ナ 産 φな 託 た ∫ せ 水 つ
の,拶 一の保 護 の た わ'物 り'・チ嫡 芝 挿 物 質 量
の練 是 四 戯 ナ わ み巧 マは な.,つ7物 つ マ 、
た2之 一ρゲ 同 一rr』 あ っ マ モ そ っ 携く適4ケ 酉乙方 箔
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疹 蛮こイじ ヲ つ 〃)-z』あ う 。 ラー η イ呆3隻 の 匹 あ 仁 切ヲへ
顧 拷 涼 賓 が 翰'う 闘 グ 産 に ケ 懇3づ 諦 云
け㍉60〆 ブ ζ/弘62ヤ 伍 夕η榊 イ ∫》α'7ズ6/9ク7ソ ∫
移 く の 研 究 為 寸拝 用 し フ ・つ.助 章 フ・r几
塀 在 コ ・1才 功・ア4物 質 量 と ・ま 別 途 の 寳 源 が7}在
動 ・ ・ 冴 士 卵 少 産 冒 〆・5づ ・ ヒ フ物1ノ 、
物 鰍 勅 親 に よ う つー つ 保 籏 ・ 課3ず,〈 ・レ
!f一 ヤ 才 ス 勿 ピ 他 弓個 〃≠ 俘 よ う ・保 護 マ`'ぞ'ざ5
1・・埋 初 ト1・ あ う・舞 量 や 空 間 の 広 穿7」 ゼ 、 そ れ
が実7矯 的 に 同 月調 っ 競 争一τ ぞ在 ∫ ち ぎリ ブ †
乞 あ レてガ 何 で で よ σ つ プ 端 ラ 、 。れ は 、 雁1・
よ う 保 護 の あ つ ヒ さ'd」 ・茨 ず1ぞ 六 卵 少潅 ぞ
尋 ・,倉 一4マ 「 擁 ・吻 回 岸 ζ/ア72ブ 巧 才蒲
ム
1・屠 え7口 っ と 、恩 う6
ず ∫4天 敵 の 疹 在 り ・ノ吻 吻 産 電 ぞ 在5す
か?
天 敵 が 多u螺 境 。・は 卯 教 ガ 噂 プ こヒ 弼,指 摘
さ れ フuう6《 久乙ん ノ9∫4-5ム で戸 じ♂/97∫ ・ イデ藤
197?)・ と ぐ'・ 伊 藤1ハ 天 離1・ 易 灰 ℃ 華 君
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個 体 数 一ε 砥 ぐす 多 た め チ に ヒっ マ お テヂ牌1・/麺
,カ～,得㌣ す ぐ与一 励 ヒ 翁 多 隆 進 イしつ 原 因 で均3
と好 獄 フuか ど ・ 物 ご吻1∫ 資 源 城
の静 わ 珂 沃 脚 肺 副 嗣 多防 イ雑
構 へ の 穣 賓 一け 齢 胱 賜 乖 め1・ ナ蓬1縮 う ヒ
主 ♂艮(1イ ア 藩こに ♪ フ 多涼 っ4刎 「ど ≠ っ マ 車し穿リマ
れ 一い)つ ・
・ ・7一 匪 、 初 資 糠 η鰍 崎 期 ・前 後1マ
別 瞭 亡 馴 因 鋤 ・カ つ ★ に よ っ マ 、 資 霧 つ
最 適 樋 乙量 ヤ 最 適 卵教 が し圃 ノ・影 響 宅 憂 ケ う
ヵ満 彦 慮 しフ 麻 …
参 ず 、 ・主 存 皐1チ 最 孟 卵 教 を 衆 定 す つ 在 め つ
臨 界 資 源 量Rの 麟 矢 ・1て ん 匂 ・ 書 ・ナ 淋
わ 。 この 卵 卸 肩 麦 う ・ 雲 働 埴 白ラな 孔
七 屡 匪)〃切 卵 っ 在 と し、 そ っ 准 存 季 芝 φ ・ し
よ う。 当 処 ・ぐd<1で あ つ.老 と り 跨 期 の 後
う1・ つ ～ ヒ キ ば3(即 御 〆傍'・ な う に す ギ オ'、
俗個 体 へ の最 適 投 ・貯凱 訣 場 武 臥
れ3`初 似 一一 景 ナ
勧 烈 降 吾 、マ・劾 φ、5、 最 適 の ワ鰍 ド
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籾 薩 戸 乏 酵 振5勧 ・,ヒ ・ う 虜 新 レ ノ灰
琢 因 み垢 劃 ㍗ つ 麟 肋 前 に つ ぐ と 初 よ
都 ・ゲ 違 っ マ 〈 う 。 目白ク間 教 は
れ α ∫、6紀)一一 最 犬
ブ'》煽 と 同1・ プ あ 多瓦 資 源 量 に つ ・〆7の 添
狩 武 けR=否/レ 身 ク 〆=月 〆 で あ 多〃,∫ ・
結 局n払I」 ぞ ヒ の 云 づ考'・ 増 乏 π》 ・
よ ソ 正 確 にu灸 ば2,つ り 灰 七 穿 因 の4ラう イ 跨
期 っ 川頁序 みゾ間 懸 ケ の イ1∫ ち ぐ,賓 蕨 吃 塔 個 イ茶
にノケ 再乙マ つ 時 期 と新 た に カロカ つ た 戻 七f貌1i勾 つ
妨 ～ 時 朗 の 愉 後 闇 孫 が 重 辱 な の フ協 っ ・ 例 え
1ブ 、!分 酉乙力や ま ず そ了 な 幻iれ 一7励.∫ 灰 亡 穿 圏4券
勧 之 ヒ キu∫ 覧 原量 ば 尺)二茨¢ で ノ才 ラ イ フ
降 暑 翻 ・吻 舜 ∫ 劣 砺 多参累 心 ゼで
そ ン と1司 じ プ ・ρ臼2侯 ∫ な り も
この,ヒ は 、 天 敵 身 ヒ つ ラ フ ダ ∠1ケ 死t吸 一
困 桝 つ ケ 加 ゴワ り ニ ヒ7・ 最 壷 一巧1ア放 がり 悟 大 づ ⊃ 青
め に ゆ1乃 り 万ヒ七 男≧因 の イ動 ・・た 循 コ・4グ 酉己刀 行
ケ わ ナし3資 源 扮 卵 教 ・oρ 重 一量 つ 決 定 に 重 落 で
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あ 多 ・ と φ†典 蓼,参 の マ物 多 。
挑 ∫ 彦 察,他 つ賓 源 傭 こ圏題 へつ 示P安
こっ肇 捕 半名物 多課 φ・∫ 、 護 淑 ♂麟'峻
」源 分 爵乙 を イすな う と を1。 イ昇 ∫ れ 多 ハρタ ー7び 〕
その う タ 講ー ヂ リ個 梅 っ 間 で 資 源 芝 吻 写一に あ 配
し 、 ヲ美 ソっ 乃庫)イ声1こ け あ・タニ{穿 ・・ と・1う そ 弓フ、
あ つ ・ と 喬 禰 つ プ三 ・ 二の ・ ヒ げ 卵 重 畳 の 周
題1。 限 ∫ ず 諒 恥 御 鞭 交 尾 胴 チ と ・b績
源 芝 複 ・数 個 体 に 倖 す つ ノfタ ー 〃 へ 寡 爾 左
縁 ・1て 刀 察 殖 成 功 を最 知 ヒ 弱aと ・5穿
り〃・ 病 婦 と を1遅 適 用 フ埼 う 。 た と 烹 ば
、
多 く っ 働 フ7勿 の ナ ワ ノマ ワ び あ2一 定 の 大 寺 さ キ
6、 踊 イ 空 φ 個 ろ勃 あ 叡4π 才 沖
P倒 勿広 協 密,!ぞ ヲ ー ン フ・劾 ・ヒφ吻9も
・朔 豫 虜 ナ ワ ノリ の?病 撫 ヒっ マ 弓 孝り
溢 とす嫉 の つ ワ后 ・・房 、個 イ本η 過 応uマ
齢7ぞ 拠 搬 弼 うマ物 ろ う.乙 力}1棚
蘇 肱 働 伐 て 集 団 斜 戯 け の偏 季 のより
資 糠 締 蘇 別 マ・つ 稚 性 乙 こり 章 つ 系課
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卸 示 ・須フ冷 よ う ♂ 空 周 〃協 ぐノ}つ 悔 跨 や
左 個 づ≠教 粧 噌 加1た ヒ 類 。 で 、 名サ ワ κ ソ つ
サ イ ズ1》 あ 穿 ソ ・か 勿5す ＼ ナ ワ 庁 り さ アテ靖 デ
勧 個 づ勧 考勅 け 曽加 お コ 冒 夢 た 、 こ つ 観
彦 吻 ∫ 厚 系内ぞ号 つ 、,ぐ ぞ っ で あ 彦〉。 一 わ,1放 飛
り 雲 度 俵 存 性 を 調 ぺ う 実 嫉'・ あ,、・マ 、 密 夜 セ
上 ザ た セ 音 に 平 均 の 侮 重1ノ 小 さ ぐ ケ 罰 ㍉ 上
位 の 砕 匹 を と つ と 御 ∫4硅 窟 な 褒 イにLな
口 ことが 閣発 見 芝 れ マhう(品 ・e/96。 ク.・ の ≧
と は 個 づ本間 の1亡 裡 的 み 彦 彦り 乃 細 互 作 用 薇 疹
粟 に よ う 初 で あ う うつ・㍉ 集 団 左 イ声 とRつ
㌘縛 ・誘 察 匡 と 乞 甲郎 れ 左 資 限 宅 働 荊
で 適 だ 的 に 房 配{た 紡 果 で あ 多 ・ 解 釈7博 あ
つ・ぞ 一 な …tカ 〕1・ の よ う 今 適 ボδ・βウ解 釈
臥 複 徽 個 イ劉 砧 協 力 最 適 を 考 乏 マ あツ 、 第
3葦 マー ゼ 角蝋 表 よ う 尺 、 魯b轟 携.論 」・の 問 ・娠




a怯 ぼ ≧-zげ7・ プ(躍 ∂
凋をβ♪ ご 一一一一 イ忽 り フ 卿 ・ノ セ づ 各 ・
系2{。 ナ ワ マ 瓦1=λ つ で の け 勧)在%、/っ
フ あ った 。 乏 し ノっ の9の?ナ=階 微 劣 扮 正
孫9つ7・ ζ5ン　2⊃
とす つ と 一 肋 す 膚 つ 弓 マ臓 ゴ 皆微 ケ 耕
正 ゴ 砺 ♪ ≦ ・6キ イノ ζ∫胸
で あ つ 。 一で'な1ナ れ1ガ すペ マ っ 、壱。 ご514の ヵデ蔵 立
弱 。 二 粥1源 ノ{◎ っ マ 局 所 的 景 ナ 屈1
報 粥 あつ在 ・さて 蔀 マ 玄創 な
φヤ チ の 才異 重力 を カ[フ支 て 冴 ろ,ヒ
勺 一一>cイ 今9二 傷 つ っレイ+ム 一ー'ゆ
趨 一 テ9一 デ/今
と 与 珍 。 こ 二 で チロ Σ/膣 づ0イ 以 外 つ 値 傷 つ
ロ マ つ 卿 を 表 す 。 》 乖 二 こ・で 肱 弓 ∬字 負 つ 値
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ε許 づ{の と ヲう 。 最 夫 っ 探 づ物 ソ
撫 チー 殉+デ/細 即(∫ 戸4♪
≦ 緬 帰 デ掬 ブ
履 開 す 多 と
{(一デ/今)凝 的+デ/4・ 県帥 〉 ζ切 の
+ナ{吻 職 撫 声 御 レo凶 ≦o
仰 ∂ 式 の 仮 定 に 籾 第 一 り 噛1。 訓 才 消 之
う。 イ(す 亙 フ つ ノラ プ47!〆 ζ8フ ≦oフ 』あ ク,
さ5に 少 今 α モ1フ マ』 砺 号 哲 加 す れ ガ
身52つ ナ う〕つ 二 ゆ 常 に 正 で あ ク 局 戸万'酌ア最 大 勿ミ
件,}戯 立 す 那9の 升 有 ρ・'・ 為 ブ リ つ
ヒ 窒 ヒ1チ
d二 嶽 つ ン・.6一 侮 り〉・/瑚
と ま'ぐ と
α`ヲ/4ク2≦ デG/4脚
〃†最 ナ 除 舛 ブ あ う 。
/2/
々賜P。 に勧 勅9ぞ 飾 淀 ケ 。ノ よ乃
才難 加.関 巨 ・透 適 応 度 の 植 φデ上 〃・巧 ち り ・
とノ♪ 先 ・箭 論 よジ 明5か で あ つ。 あ マ
子%キ ・ ヒ弱 と
d≦ デ/蟻 メ・ 醐
・ ・ マ・ 乃 一4/棊/醸 とお1ど と ♂ 月蜘
ヲ マ1ノ 轡 岡{鮒 に η 呵
〆 ≦ 弓/Fノ修2(吻
づ常 に成 立 す 葎 肋 麻 勉 募イ牡 勾蘭 う
こ と で あ う 。!瑚 の 式 の 声 辺 η 最'」、値 覧 家 め
4勺 ゴ
毒/亨 阿 ㌧ λデ初 一・(∫ 胴
歩ソ 乃 一)/2乞 ・ 妃 捌 し斜 ♪ ク
万一 嘉 侮
よ,フ(鉾 ヲノ)0ち セ っ 撮 ・ノ、値1エ
デ隅㌧2落
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イ ピ々♪ 厚 ∫穿 曲録 電 桶 く 脚 謙 をヴ う・ 隼
を 多暖 ナ に オ つ だ 〃)イ直 、 づ一ケ の3昂 う出 賓1/県 モ テ「
・肋 最 壷 解 を 戸 とす つ ど 、
/華//一 雲 ノ砺 穿 引)融 ノブ
で あ り 殉 ∫
峰 ρ)/乃 一 ・〈匙 死 鐸)
/察 鈎/く/・ ㌫ 尺 ン戸
で あ う 。 二 承}ツ 、 拶 が メ～智 食つ ぐ イ 乙そつ
乏 蒲 お せ ば
〆 ン ρナ ¢ β3⊃
ガ 導 か れ う 。
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亙5'8イ'寸 録5,己
詫dタ たに絶ヲeり 家 定 蒙i笏(彦1に5・ ソ トィ・ ≦oヒ
λ・/で 判.2.一 つ の を 用 、,マ
晒 ・1+か 囚訊(R)9+掛 姻 一8)
ζ5噂ご∂
と 叡 と ・ こ れ を 最 士 化 す3赤 件 は
・一 霧卜 一》命 ク チ β・β
・一 蘇 一 袖 一λ岡 測+κ ・κ・一 飯 っり
・ 一 説
。1-/+ハ ∫
o一 暑鷲.一 λ・〃論 岬 姻 ・・!で ♪んつの
どイ乃 ・ た た1¢24力 杯 写 式 条 づナブ 為 う
勧 一 癌 イ しくo嫡 程 才ヲコ7け β・一・ マ・
あ あ 。 れ5よ ワ 編 職 を 素訪 う と
〉∫=一/
λゼ ー(療 甑)峨 べ 壕二,格 、り
確 動 ・_一.∫ 一り ご∫cの
侮 一 λ嫉 徳 ん2ノ 一ー'.り
と な'》 ・ 碇2ノ ・ 最 勧 式 よ ツ
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(沢。一嬬 凪 一誘.溜(病 「 安,/即 一 ・
♂∫ご4ク
ィヤ 出 多 プ三 り,ナ な ぐ ヒ 老[つ つ 因 離丈,う、・セ砺ロ ブ夢
例 ∫,ゼ ・ 七 参 う 因 教 の 最 大 の 蕃 号 キ 熱 ヲ'
》セ
海 イ&一 ・(∫c9
φ博 ・か 楠 。 賓 源 程 め 量 づ薄 抽 資 源 モ デ ・し
ヒ 同裸 の 式 で 定 ま32と セ 示 す 。 ぬ 芝 盈辮
寳 練 ・ 酬 写つ 。 蘇 ・水 ♪ ソ
λゼ 隔=　 λ「 撫 ・ごロ}鍋=惣
り
桝 出 う ・ 二 れ5つ 式 け 賓 源 ρ6・∴ 環.,御 不 是
1フuな 、,こ と,オ 今 力 ち ㌧ 贔 原 マ㍉ 巧 》 」
・ ・ を 示1マ ー う 。 参 宏(∫ ご3,よ ン ィー右/.
一紅2
ズ ー一.∫'=つuマ
態 一〆副 ん 嬬]臥 。、一垢 桐
ゼ あ ・ マ ノ 美 り 仮 定.♪ ツ ゼ ウ1・ σ ラ 」'づ"、 一
ち だ 、≦o桝 あ り か5
五 一 質、!起 ウ ・6一 規 ヅ.♪(∫ ご7ノ
/一・5一
図5嗜 逐 沢 的 多 寮 源 モ デ ・レ(8-2♪
a)尺1'ρ 丁 臣密卑=資 ガ京
れ 、々礁 戸 も 紘 勘
1履 一 一 一 一 一 一 一
&
れ/愈 η才 雁
わ)/〔込 彷 俵蔦厚 寳 ∫原
ぞ ノ統 礁)弩4・!是)
・・レ
ノつ2-一 一 一 一 一 一 一 一
々/4念 聖
/26f
〆 出 う 。 二 の 武'♪ ジ 付 録 ∫ β っ 訪 彦1薯 羽uつ
乙 学 秋 資 森 モ デ/し つ解 βナ 溜 大 ・》 ・
扉 ン 評
ご と ゐマ示 養 承 各6
こ の 告 穿 で 呼 一 敢 的 す ギ ブ 汐 か ツ に イ り 一た




ナ 捌 、e斤Eη'ノ 紛 息 〃2・ ぞ 冒 ・
【、_景 大
を 満 右 す れ/を 求 あ う 〃　フ㌧あ う6
権 溜 翻 を 最 和 ・弱 り逃4・ 毒一ぐ ど 、
・れ と ・流(一 我十 クつ 最 コ←値 鉱 ヒ4=わ 」・ イ ナ 寺
ぐ2,っ 切 ナ易有 ヵ†・あ う//勾 ∫,6)。
場 后D冗 イ ηノ の と さ
賑 磁 礁 劫 留 ∫'・蓋 彫 ・ノブ≡ あ …
桟 め 最 犬 値 乱 竃 突 魂 す ゐ",φ げ 、・塵ゴ 嶋 。
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助 ど ざ9ぞ ら で 育源 ・1コ 不 艮 し つ ・'3
ひ で あ り ¢bP一 を ・唐宏 勿3φ・』聯 ・プ3
一労 斥)日 ・1判hの 〃 孕 狛 齎 源 モ デ/し
プ、働 一9彫 βノ ー・
〃城 方 す う 。
場 参2ブ 台。〉 ゼ ・ 越
幻・協 孟 嶋)タ 最 大 ノの う 値 ㎡ 跡 安魂
み
セ れ う 布 め,美 げ ウ ぞ1・ 才 々 れ 以 上 局 イ マ そ
四,・贈 加 せ す』 劫 域 賓 源 フb}倉 砺 二 め 場 有、
単 触1資 源 モ ヂ ・し け 趨 に っ ・ノマ 窟 立 す 挑




生 吻 の 往%史 キ 特 徴 ゲ サ3壕 漁 の ハρラ メ ー
タ 御 どう 決 ま う あ 、 ヒ く に 繁 殖 つ 開 務 期 、 そ
の一長 芝,卯 〕髪丈.差 り刃 〕,一 回 珍、ラ 亨ス 回 か.な と㍉
け 二生%史 戦 田疹 ま 題 す つ 多 ぐ の 石ザヲ℃〃ナま丞っ マ ・・
る 毛 〃)で あ う 。1φ 、1な 携 ∫1々 〃)よ う 与 毎寿
殖1fヲ ー シ の 菓 に ぽ,η 多鮭 彩/羨 左 と ぞ な う 発
生 過 艦 や 勿 数 り 器 官 り 協 調 伽 獣 と ガ鋤 匂 参
φナ5り 滅 深 り 逼 雑 φ"ヒ ぞ 与 っ マ ・,ケ グ れ ノ許 ち
∫ ケ ワb
蔵 長 烈 フ 勿最 適 遅 縫 、1フ 誘 蛎 冒 を つ ぽ
P・∫朋(!%の ブ あ つ 左 。 彼 惇 刀%塀 ♂ツ 武 逢
満 乖 ヲ 成 長 屯 、 石 ∂ イ亭 『81象 イ牛 〃、∫ 考一を 出 斐3
少う に ラ配 函 教 芝 オ跨 成/た 。u力 盧 解4冷 力'37ヒ
オ日 同 な キ リ っ オ輯成 を 局 蒲1フ 訴・ツ 莞4汎 函 執
厚 蜜 払 学 的 摘.応 度 身 ピ ヒρ 閣 蓮 け な ぐ 、 産 化
輪 的 な章 ロ柴合 一 σ そつ マ リ穿 ・,も
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μoご/知 フん ヒ3似 ノ∬ 加 θ ヲ6/7ノ の ん μ 淘 汰
玉憂輪1盛 、 限5れ た 賓=源 屯 ・で'キ り た・プ 早 イ φり
崖 殖 ラ・6吻1二 回1マ 、を、遼 ケ 委嘗 殖 亀 目 携 す 汐h種
、々 チ亟 間 の 競 身一 じ 備 え7ジ 生 デ直努 力 壌後 〔聖U=
す ラ か 、 と ・'う 塗%3とo　 差i択 が お 多 二 と 業 ず、
匡 ・ 留 三6・ 吻(!%の 惇 一 腹 の卯 執 芝訣 定
お 罪 因 η説 明 と 〔マ 、13吾周 ヤ4ル ギ ー な
ど っr齢 原 乞 療 殖 話 動 天敵1・ 財 弱 φ方御 ・
緬 煽 鯛 っ競 学 じ劣 双 弱 ど 、弓 霧 え 方t塾
フド にt査 。
ρ餅 ・ ごo身 伽 ご/9ク/〃76ノ,セ ρ尾 存"『 鉾2
/)ε勿8σ8り ζ/9・74.)5ノ ノ1フ 圭3勿 勿 成 夜 握4至1… 馨i殖
裁 功 一竃 訪後 ナ イーじ2「 つ 重ヵ 的 フ監 壷Lイし2ま 参薬 と ∫ マ'論
レ プ三、 ンノ＼復/右 ・し)に 勇乞ゑ東 さ れ で三弥 、 実 武 化o
茎 ズヨ 劇 司 一 プ あ つ ・ 生 殖 器 宮 ・ ヨた 渉 殖 髪雛rノ ・
吻 ケ プろ ヒ き})圭 一長 つ 才刀喫月 ノ∬非 駐≡万直 霧}官 η ろLの
達 疾(栄r養 ノ右 癌…⊃ ク～・蔚 ユ リ 、 こ匂ぐ4麦 期 に な っ
マ ニ え とらσ)圭 殖 器 官 切 矛0・ 圭 暴 う,甫 こ つ マ 栗
雇 鴛ヲ宮 け.逆 に 主艮 イし オ う(ク 圭 否直ノ圭 長 ♪=と づr最
≦薗,上{『 二/ぞz7一 ン マー向 う と 主『ヱ長 さ れ 托o
/90
梶 凶加 卿 蜘 ㊧0最 ρ 僧 クPジρ,競 争 ず3
複 蘇 個 づ勧 生 長 斬 略 空 狙 胸 ノ・ ケ㌧ ∠凹 躍 論
を 導 入 し,協 か 非 協 力 平衡 の 蓮 、・芝 扇 麺
ラ太 ・関 連 ヶ マ 右 。 夢 左 ぬ ω 恢 だ £05ズ そか
θヲ7り'窪 同 ～』万ラ式 の 躍 論 キ 才埼 ・ナ生 屍 膚 つ コD
ニ ー 左 伽 適 刷 て ,麸 殖 カ ス)_ワ ー カ ー
傍 履 蟻 ケリ の 出毘 の・汐 一ン 縛 り郁
こ れ ∫ オ ペ マ つ 魂 論!協hノ マ 縛 興 律・脚 つ存
痂 到 踊 蛉 方』に、 ノ主殖 騰 宮 と 栄.養 器 宮 η と・参
脇 η 訓 ・賓 湧、投 弘 御/▽7κ 〃 刎 殉塀 め
け'セ 議 輪{?uう が 、 二こマ「 ・ ノ擁 潤 菰 哲 飽
弟・型 の 白 に 両 器 官1・ 同 崎'・ 才支資 携 伊 セ れ3
解 が=最 壷L解 と 〔一～ オ}狂 す う コ と 一建 示 し、 》～っ
惹 義 を論 悔 り 乙第2節)。 予 劇 不 可 徒 ヶ 漿
境 っ擁5狸 別 御 殉 あ隊 ヤ す ・・ζ第3節2。 ま
臥 ノ殆 コ・2γ 器 宮 極 か マ9な 吻 った
桝,生 存 率一吃 葛 あ 多祝 能 キ す 》 器 官 ψ財 チ在 プ
製 物 成 桑 掃 励 ㌧(第4,∫ 師)。 最 後
1吻 敬 パ 誇 宮 桝 伺 θ季1・ 撫 芝 〔 勧 巧 藤 一お
1fタ ー ン 屯 適 応 の 観 齢 ・5務 ヒ,P、5鋤 。 漸
/3/
論 け・ 轟 締 ・り 一 菰 重 鑓 争・脚 〃継
　
淵 努ニキ 勧)・(茅5節 ♪ ・
f62繁 殖 の最 適 日奇期
・・フ』1滋 鯉 肋 ・り 寸 ち 多か キ 読1・ 問
麺 ノ・ あ ・ 戸 緋 膨 端 鍋 θ 賜 殖 鴇 官 つ
'琳 骸 す3 ・ 勧 っ 刎 外'熱 洗 実 栃 野 、
花 な と物 麹 淀 θ ・G独 ・丈界 の諺 霧 宮,
光 繊 器 宮 フ・あ う 菜 ヤ 嫡 鴇 官 ブ あ う 茎 ヤ 膿
躯 盆 マ勧 惣Fと{た リ マ'場 。 迷暴 ヤ
鰺 持 に・又 蓼 な 勿 質 ・♪葉 物 莞 后 裁 初 艮"、∫ つ
ピ じ ・臼 ・ よ っマ2薙 な れ 勃 ∫Fが 筋 関
教 物 うuマ 角 ヒ叡 。 新 お 、遅 勧
炸 吻 脚 ぶ 一書醗 生 殖 器 官 セ ろノ戸肺 り に 冊,
5煽 が 、 残 り ぽ 栄 震 器 官F自 身 っ 生 長 で4
脇 Σ躯3・ 二橿 武冷 衷 づ と、
薯 一奴戸岬Fブ ー 妊
〔6、/つ
嬰 一 つ卿 升ρ%a
宅 ケ 多・・ に プ 饗 ・.%㈲'実)擁 勿 賃 量 り 劣
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西乙・しつ協 弘 靖 周 の 闇 菰 フ賜 う と ヲ昌茄
胃F(わ+～ ぬ16≦/ .翅 〆ズリ参 ¢ 吻 ピわz6
参 右,維 イ李 〃)左 あ の 吻 質 の 才瑛 染 量 〃、・危 器 宮 つ
生 勿 悸 量 にrσ 刻 で う で4と/て イ菟教 吃 県.仏
と 届 ㌦ ノ 参 。
彦マ 准 嚢!た 紘 果i攻 り 世 代 ハ 巧タ 勿㌧禦=ヲ直成
ψ の 度 合 り1。 よ つ マ1い わ/ゴ そ つ 塗 疹 史 弥 評
価 易 》 の で ち う ・ 適 応 度 惨 再 生 彦 り菰 量 フ・
あ ク 繁 殖 期 丁,、 外 的 条 件 マ・定 タっ ㍗,う そ つ
セす り と 一 主 菊 糊 〃 終 わ ク ・ 咳 逡 フ・功 繁 殖 鴇
冒oナ ぎ ぐ
6～ω 一一 一→ ン 景 ナ
づ亨 最 ナ哉 与 う よ)な 最 適 り4ア 酉乙仁し 芝 茜毒 尤 め 関
芽丈 と1フ 赤 聖め34)が 間 題 で あ う 。 付 硝 ζ6、4ご 。
あ う 雰 う1・P働 δ プ 〆 助 の 贔 大 植 原 裡 を 用 り
ろ ヒ解 ゲ 家 砂 う6プ セF♪ φナ ーフ穴 腰擁父
デご1二2-〆1=β 皇つ
の と 叡 制 ハ や ク 橡 之 吟 多リ 為 〃ゴー存 在 しマ
/F3
図6,/
の 特 脳;り 御 の存 、,場 島 一
ち 丁








{咋(の=ん%(で 操ooく 走 く メ∫ 仏 β2
賀〆 わ=0 /勿a(わ 二/メ ピぐ 矛 ぐ 一π
と 珍 う)ヒ 、 す ケ 勿 タ バ ン 丼 シ 別 御 づ鈷最 適 解
マ・あ う/図6、/久 少.tの)と φ・∫ 塗 疹 吏
12栄 震 生 殖 と 繁 ラ直生 長 弓2っblあ を ク と身
〃漁 、 カ、 夢杓2毬 彦 づ れ た 勿 質 ゲ 冴一ベ マ 豪 飛
霧 宮 に 「宙 さ 玖3脅,首 水 吠 復 ゆ ノ全 マ 毎ξ夢直鴇 宮
に技 賓 セ れ う ⊃ ヒ が 主 了長 さ れ フ 告 で三(Coガe訊
/97ん/9%ノ 履6!ケ £ ρ・㌶ 鵡/9舛 り ・
ご ∠つ よ)写 塗 二長 バ・ヲ ー シ げ ノ多(〃)ラ/ス テ 為7』
島 ・蹴 マレを、鋤 折 輝 副 つ倉 郁
ネ丈、含 性 民 、釦 め ユ ワ=一 生 長.ζ/プ4喫 ひ`CZ鼻 α マさレ
/976ノ)1。 宅 適 用 老 水 た 。
Yこ う が 升Dを よ クー 雰気1。 非 糸集診 と{た
と を 、 、必 一す「 モ 上 の よ う な'fブ ン ハrっ/切 ノイ卸 ず ノ江
叡1栄 養 器 官 と 塗 殖 器 官 η 両 方 に 技 賓笏 な
さ れ う と ・・う 特 罪 刷 御(∫ 一り ・ノ隔 ・碗7ヌ δぞ り
パ 諾・ニ ソ)つ のブリ"あ う ・ そ の 在 わ 勿 像づ牛 は 、
(P抜 ぐ ルノFl察 殖 器 官 の 雛 持 菊 曇 速 度 ば
/35
栄 震 鴇 彩 あ り 小 芝 ・ノ。
〔ユ)チ 乞/。♪ ぐol経 癒iタ っ 用 語 マ㌔ 気 け・規 族
〔潤[て 畷 蝋(4-8吻 煎 肌 ゐ磁)
マリづろ 》 わ
〔3ノ 塗 長 二賜 周 丁冒虜 亥夏 づ一を、7り 。
砂 ゼ イ あ ラ 。 二の と 告 生 雰 史 ゆ2フ フ'ノ才な く
3っ 勿 晦 巽月 に 、ケ 汐)4へ 、 最,初 ぽ'完 塗1。 柴 雇 餐 官
ゼ
の別 ユ 捗 暴 が ∂稜 、フ宍'。 残 …霧 官 力係 鰯 凌 れ
う 訪 で 察 殖 霧 宮 κ ゆ フ(ク ・1た 生 長 φ、'お
き1撮 イ女 に 栄 雇 篇1ぎ プ の 才貧賓 か・'止タ っ てFは
身哉 ナtフuキ 察 殖 鴇 宮 がf葱 ε蓼文 にせ 棊 ず 多 ご図
6,/り 。
具伽 ラ・朔 ・ロ 炉 副F-rF㍉ 腔
り許 細 与計 寧 ゲ イす緑6沼 歯 よ ひ・6β ど・ あ 多。
ネ ゲ フ協 痴 殉 葦 躯 剛 ヶ灸 塙 加・・一 施
2纏 類 の 累 実 セ つ サ3・ コ セ ヵマデD∫ れ フ ・,∋ 。
zじ ぐぬ ぐ回75>)咳 兜 下の 実1よ 早 く 吻 ∫ 実 を つ グ
う職 ρ傍を,砲 虻 り 果 実 墜 ごゐ η才捧摘 〔だ よ
う ケ,捕 顔 肋 最 後 じ 勃 醗 宮 定 太 ∫ 眉 塀
略 ・誓i好 ～ ぞ れ ろ≠魂[マuつ ヒ4え た 。
/3∠
この 七セ7ア の 粟 実)窪 暫 異 制 そ卸 宥ギ1こ対匿沁(一 マ ・1つ
の 、運(牛 砺 砺 こ め ゲ桂{渉 舜濯協 宮 ・髪
髄 雛 官 φ昆 哲 生 妄 ず3吟 期 竃 てっ 実例 φ、適
・ノ厚 う と恩 の れ 挑
σ,3不 字 定 狂 繁境 マ・り 最 適 繁 麺
前 節 で1チ 察 殖 麹o悪 ざ φ†一 定 値 τ マ・葛3と
板 定{フ を 勧 や 、 非 彰 に 不 郭 定 な 請鐸癒 ・彦 息
i小 ノ8ッ チ 間 ず4多 疹ヵ ・4受 〉＼ 多色4ポ を扇象 り 返 し
つ ・つ 雑(乎 〆 呪8【 一){・ つ ・・2・ 才 生 砺
繁 麺 っ 珈 圏 ゆ あ2確 争 ・変 数 フも1φ 、茅 乏 ∫ れ 雑
マ・あ ろ う.図 場 倉 に,繁 殖 つ恥 略 〃握 ≠ 的
`ヅ知 フ う{の ψ)ピ う φ・ 夕 見 よ う 。 シズ ア4ぽ
前 と 同 一 マ貿6,ノ ♪ズ マ』あ 飯 す 多.衡 殖 期 の
終 わ ワ の 崎 彦 プ・の ～…と殖 器 官 り 重 二呈iの 業月猜5値 が
最 知 岡 腕 評 価 閣 教 誘 拶 棉 ψ沼 壕 殖
期 ・抱 の 確 季 飾 を7(3ノ ・1マ
㍍
∫ ρ`・鯉 一 殿










生 さ3ろ 置}イ≠1才 な ・・ ヒ す 多 。 イ才塩乗6己 で 解 オア し
窃 う よ う に 、 前 の 毛 デ ル ・ ・磁1マ 狩 卿 ノ
御 みぐ出 ヤ ず ・,ζ 図62♪ 。
荏 ラ参 史1窪3っ っ 晴 期12劣 ケ ∫ 水 τ,
リoく 丈 ぐ 歩ノ マ㍉臥 双亡・の 努 君 凌 知 ,研 ノー∂、
2)熔 力く ズ・ で 協 、 特 翼 制 御bプ ノFヒ 幽
例 ず 掬 咲 茨 簸 腕 れ 翻 、 砒 毘 ロ 三・
い に 城'ハ マ ・・き 、 つ り に ゆ ゼPl巧 つ の17
耕 し 、6～ ㈲ σ13・ じ め1雀 う短加(ム τ イ っ マ 藏1ナ
し1チ じ'め2}。
3μ ・<が も で け,F匪 でDマ 剤 続 ナ、oω
ノ≠々 れ1∋ 身 の維 才奇才現与と の た あ1こ 義'ナ17、,イ6
こノ)1締 果 け 、 将 ま の 見 込}あ 予 甥り撹 不 可 宥こ
ケ 生 息 ㌻易所 に 霧≧・む 種 で 瑳 、 一妻二定t在 予 邊1η 胃乞
雛 息 場 所 を 刹 用 す う 纏 に 〃ヒtマ 、 繁 藏 寵
θ と栄 養 鴇 宮Fの 両 方 に 同 噺 ・嫁 賓 φ{・行 綱 化
ろ ・ と が 争 ぐ 秀3・ と 芝 示 す 。 イ ～ フ 、 芦 タ
儲 生有#月 う†特 別 に 長 レ・勾 こゆ 、 労濃 鴇 彫 ぐ・
食 ぐ叡 勿 げ にノ初 λ 断 雄 彦・卿 拶 娼
こ と が お を う の で 拘 る 。
β9
f6,4栄 ノ養 器 宮 膚 塗/命 多種蓼 の 菰碗 と屯 ぞ っ ヒ
.ケ 渉イ け 、 ク圭 甚 く茎 キ 〃)灰tに 、チ考 趨 「芝学4フ
て こ 一㌃ が っで φマ、 実F察 に は 育 汀豪 重 あ}ク に 早
ぐ伽5覇 コ圭 隆 ヒ 才長 向 ヴ3っ と1参,軍1コ4号 朱 つ
懸 汐遜 絹1ガ ・、ク フ乃 ぐ 寸鹸 ヤ 病 効 セ・ド
D玩 七u1を 起 。t劇 オ φ浦 鍼 す3考 課 実
訓 さ 起 二 〔 や すhフ ・あ ろ56こ=で 瞬 間 衆 亡
弔 ㌃擁 霧 宮Fの 減 グ 篇 ヒ す3湯 鏡 擁
1マ2ナ う 。
ラ7ヲ ∠、ゆ6.2節 ・ 同/・ で あ ク ご6・/)試 ∀
拗 班 、 日 的 圏 教 が
砺 メ ↑幽_最 大
と励 ・ 蕊 で 府 ♪ぐ・ と け 叡 ・ イ才縁
6Pに お 》'計 寡 よ ブ 、 ブ1ヒっ ♪ う な 霧 果 〆4号;
承3。
(ρ 咋 ≦ レ・ の と ぎ,特 興 制 御,巧u。
ω チ`F片 あFの と キ ぎ 特 羅 ・雁 ρ}鳶 け.
(3ノ デの 一 旺 一 群2φ 、つ(孫)
/40
へわ
(F♪ 一 戯Fρ セ 毫μ
特 卿 ノ御 づ 存 在 し得 ち 物 斤;け62節
躍 ゲ ノP鯛 貸 ぴ 城 ナ す 踊 アで'励 一 図
6,3の よ う な 霧 架 と ケ3。
§ み5死 七 尋㍉ 下 ・跨 柳 能 一曝 β ヲ'別 つ
'蕩 宮P
〃テ'あβ と を
祉t孝 ζを 下 ゲ う オ鎌 局 蕩 官Pづ ぐ、1ヤ よ
別 に 存 狂 お 日 フ 最 適 成 暑 空 撫3ヒ 、 γ
り《ヲ ム 「ヌ
壽 一咋蹟 ρ 一胚
発 郷(わ 升Dザ 碗)
鰹 一%ω ヂの%・
ず 初 期 条 伴 σ
F回=ア 。,Rの 一 島.θ ・り 一 〇
マ協3。 ラス ヲ ム つ 創 為 万仁晒 建Pの 載 グ
園 叡 コ協 つ と1て 酪の 鴇 ぐ ヒ、最 曽たイし ず型






B乙 こ ⊥._ 一 一._一._._ __
ズフ!ち わ 丁 力
く一rノ ー 一 一ノ ーY/L Y)
反P51a～ …F-… 一・・P-・
民F一 αΩ一 〇 似Pンoa2・ ・ α、-1
%一 … 久ン・
μ2
曜 ∫7(鰍 渦 大
物 う 。 命換 咳 菰 ・}咋 ω ≧ ・,聖 か 勉 レ脚 ≧ ・
デ 例戸か+・ 吟1でノ+%/⇔ 一/を 蹄 在 づ で2モ(
マ 駆 。 縁/・ の 形 の 靖 難 ～1御 ・ 窃1こ う 可 驚 性
づナあ つ μ 才彦柔6(Fクoプ ろ と λ}グ 厘)64η ∂・ラに
勧 イ あ ろ う ・ 一 般 の 場 冶 け 鰍 ㌘φf函 難 ゴ・あ
つ 。
多6,6>死 七 奉 に 州 ガ、ブつ つ4多 誉丈の 鴇 宮 の 澱
適 蔵隈 刀茄"昂!d帳
今 、 成 長1・ 使 ・う り 勿 残 卸 、よ 工孝 ・しキ㌧ ・
量 、契 ㈲ と ク牌 餅 囲 鯵 ∫ 柵 ◎ とG
・1れ空 複 敷 徊 っ 霧 官 に 、1ヵ・ldフ 房 配 す}か
と 、ウ 圏 題 蛎 崩.屠 動 器 宮R.Bノ 論ー
ゲ 蜻 誰 伽,樋 誹 能 す ♪ 物 と し 、 瞬 周
万し七 摩 沸 二・れ5の 藏 ナー 関 君文で あ つ セ ブ 易 ゆ
μ 一 β(巳 βズ ー7Rり/66の
号 監 く ・(イ ニし2ズ レ リ
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∠繁 ・ク
1右プ拘 「「 渉づ1の,圭 才ヲ幸1エ
一ー∬↑β(尺 一R)4亡
ε 一 最 大
♂ 刎,フ 墜 算 ツ 速 く 俗 器 官 の 重 昼 君 留
の φ、もよu。 各 器 宮 の 成 一長 言Cは
肇 一%岬 亡・ 一 帰(6り
(11二/.2ノ ー7り
で あ う φア、 ・ れ ∫ パ 器 官 の 誠 異P摸 寳 マ騰 う
痴 豪1帯7勘 φ簡 肺 め,賛 練 っ今 双r峰 閃
執 重
嚇 彦 ・/べ 死 ら っつ 茗 伽 θ=ノ
♂6の
で 最 適 ノ・ 選 武 ・ 渋 与 う.蕊 で 、ブ ず 惣 つ
器 官 φr同 崎 に2圭 長 し 一フ ・・く 解 ガナ'最壷 に ち3、
す ブラ吻 ダ 篇 異 瑚 御b興 ・知"葛}。 イす縁6Fっ
計 寧 に 匪 ソ 、 振 失 速 度 が 共 亜,妬 二巧,一 一一 孤
の と キloは
器 一一一一一器 岬
君 歳 心=ず 多 。
μ 一 〃、厄 侮 ら ぼ ら+一 † 命 広点 ど6,ノ・ジ
μ4
の 拶 吃1て 口 た ・ ず れ ・ガ ご6,9ジ ヲUlユ
4,ム 、戸一ル'-L～_砺 島!ガ 鉱一/♂6〃 ジ
を 示 し 、 あ5ウ 渉 吻 亥・1-』/弓/ん 瑚酢r⊂/陶 係 「ε4β
互1。 つ為 た 〔 ケ 携 ∫ 蔵 長tマu<二 とφ)・ カ づ)う 。
レ4絢 ・ 蚕 り に 霧 参5一 源交 の 場/含}21チ 、 左 イ塾 つ
厳甚 遠 度 雪争,に よフ マ 軍 参 挿 課 ヒ 今 ヲ峨
定 常 状 餐…マ'ノ5
禦 戸㌧ … 一 勢 許/ご6,/22
の んダ・〃吻 式 携 成 立略 各!イ挿 条6F㌻ 短 フ・
β,7疹 察
ク圭彪クっ 生 一長 は イ薗4才 多き生 っ 一 イ則 颪フマ航勘Z}6発
生 盈 継 の菰 埋 毛 デ ル と 〔7二 れ すぞ に ぞ 多 く
の{の ゲ 提 出 乞 れ フ ・ 多力称 励 げ と え ビ ぼ
'fタ ー ン 彬 裁 外発携=吃 チ 乏 よ ク と 一3'⊃ ぞ の ブ あ ジ、
響 界聚1=1.瞥 賓 岬糧 刀掬発 生擁 砂 うに
発 生 蜘 虜与喜需 的 限 定 室 ∫屠 く 憂 グ て ・'つ ヒ 、喀一オつ 牛k
り王見象 ぞ あ う プf、 一適 応 向クノ生 長 艶 経 さ 》!ユ ノ∫誕赴
/45一
応 的 発 遍 雛 ピ ー う 観 友 を 紹 、限 辣 た 麟
鳩 翻 諺/・ ケ 配 京 寳 お 塚 試'・ し マ つ 側 面 力、
5尼 飢 き 、 多 ぐの 知 旦 輝 得 ∫ れ 多 と、璽 わ れ
う.
6ズ三の 篇 険 マ城 長 率 敏 藪 す3と を,考 防
`・∂・フ マ 碗 勃 ・塗度 ゲ岬 を る こ と1δ獅 城 長
ヒ励 謁4マ 多 ぐっ6薇 群 な 飼 ベフ き た(陥 磁
熔9.晦 珂 〃32ブ ・ 叡 ゑ,}』 ヒ ト ・豆卿
・拶 ・曜 な 助 他 の 器 勧 ・ ・し17早 ぐ6・3禿
ぜ し、 復1・ 、坊 動 疫 化!与 帰 夕,頻 歳 す
、フ ノ主殖 嘉 器 官,お 畢呑 掬 キ 過 空・フ み,∫ 急 蔓!。
威 長 莇 多 乙∫・久泌〃げη/ア30ブD・}プ …イ馬麟}類 な ド
フ万 幻 塗 後 教9葦 周 マ』歩 ぐ 募 蓼 φ・c鰯 右 あ 復 脚
・洲 別 邑の 圏'。 ずマ乖 よ く ・発 連1マ 、'D・ 二れ
5の つ の ・ク 、早 ぐφり 糠 簾 す う 器 官 σ 早 ぐ
硲 ・主 長 わ 〆 そ の後 城 長}班 ぐ 、 個 イ観
ノ髪 多糊 鎌 艀 鷺1雌d・ 成＼財 う2と
〃房 乏 ∫ 堀 劾 率 の 粛 り 拶1・ 威 長2ヌ ケジ
ユ 一ー ・レ ゲ 定 ≠ フ マ ・つ と そ 評 乏3勿 ナ あ ・》 。
ン 庫 イ どっ 知 定 武 化 周 鞍 産が 諺 っφ、あう
/'ノ で/、
孤 物D'才 助1っ4聯 冒芒滋 を覇 ・ ノっ
の跨 宮ブ 行 朔 ・り 乏の フ㍉ 巧 ぐ一 力,ぞ 訴 亙 に
勧 膨 つ マ～鏡 易≠ ほ ・掴 岬 な 初 黛
覚 篇 耀 蜘 に 重 夢 ケ器 宮 フ吻 那1鱒 厭 掃
夜 紡 ビ1・カヲ3防 衝 つ濤 宮7・ 栃 う、
二βお う 困 難 セ衆 ツ越 ズつ こ ヒ に よゲ7 、
威畏激 呈 巧1② は 発 塗過 程 の適 応!鋤 樫 解 マ・
を 多 よ う,二 ち・ 多7η あ ろ ラ 。
'6,s・ イ寸/録6/1
>ズ テ 為 ば
告ξ 一 脚 舟 ♪ 一 作F翻 り
雲 一%・ ガ升戸ク ー 姻 闘/リ
ネ刀期 廉 件 斤り 弔 .0ω 一 ・ ご6422
ヒ 婆 　酷 冷Tl工 与 ミ ∫ れ マ 、.う で 功 セ す 多。
問 晒3、 ・・戸%-/.咋 ≧ ・.%初/6刃 の
の ぎYマ 』 ρ(刀 → 最 大 を っ碕7三 つ'でoを 喫
め う こ と マ」 あ う 。 ハ ミ/レ ト ニ ア ラ/'丁
/47
庵 λF呵 の 一肝 ♪+》 ・吋F2%Q)
ζ6四4)
補 肋 愛叡 の 赫 獄 .憶
雛 一 一肇 一 一牌 ヂピFク+暦 一嚇 ノ
♂鋼 ∫り
穿 一 嘉 一 励 齢 ム2
獅 級 『伽 ㌻ λFω 詔 ,始 ・D判 ζ64の
で 玲 ・ あ て(6刀 ∫り 式 と(6冷 の よク
込aごわ 一 ～aぐ かT)陶7)
岡 ぐづ・3。 巖 大 値 原 哩 ゆ,倦 吃 勧.孟 ・リ マ ち
0・ λF.取 が 痘 ∫ れ 喚.抑 ヒ1フ ノψ を 最 大
化 同⇒ め に 吟,甑 宅選3ぐ ・の フーあ3./蜘 よ
年1御 変 締 例F、 晦 に 対一 ロ
)煙 一1ケ 咋+嶺%)みF)冠 一 一一〕 陶9)
と ・ラ 依 存 性 曳 そつ つ∬




と ラ 跳 参 声 咋 ・ケ・ン ・ φD%(〃 〉 ・ を 存 う た
め に1チ
ハ戸 たノ ニ λタ1わ(6沼/り
桝 婦 つ・あ3.撫 っ 厚鯛 鯛 フー勧/・ ク 扮
恒 郭9・ 吻 擁 フ 読 曾 鞭 第・ノ御 ピ う ごご鰍
/97り 。 そ つ 又 享 蒙 づ牡 調 べ う と ハ盈/元)は
/6、47ノ ヒ 冒ぞ 誹 フ マ い2)カ ・∫ ζ6沼 ∫ 俄,)に4ゼ 入
しマ
チ1戸♪ 一 作 一 硲 闘/∂
φ碍5掲 ・ 仮 定 り 療 　)・ すガ蒙加 ρ繍 筋
うヵ・∫ 咋 ≦ 顔 耽 拍 拶 う異 制 御1∫ 存 才王/な
%こ 和 詩 鐸 箪1ノ御 汐・存 在3多 方 勿/・ 愉 繁 殖一
器 官 ・ 条踊 多凝 が ・ノ、さ ・,。 とづ殴 学 プ'初 こ
と を 示1マ ・・診 ・ 淋 チの づ、㌧ フ知晦 文つ 吋
頃 卸/幻 の解 ・窪 存 在 し か ・。 非 蜘 ラブ で
ヂぞP7。 だ セ鯉 解,漏 相 ・1乃 り。 詠/ナ
ィ物 掃9・ リ フ ヂ御 ぐ・ 硝 う罪 酢 の 貴 畑 勘
瑛 奪 殊 イ墜ゲ あ 多2・(よ ソ 幻6)多 。
特 鱗 り街 にあ1・,マF励 直 け(6/!〃 必 旨 た
ナ 醜 短 紛 ・ こ摂 ド と 零 ご と ,彿 》
/49
つ 諾6・ の値,窪 ζ6ω.藺3ジ ♪ク
援尋 一{丑Fつ 一グFFつ 一 強 ρ ご6沼匂
へ
労1∫ 家 沙3b
霧 端 像rづ牛(6/弓6♪ 之 …塵チ乏柱 φ}∫ ズ～7『 マ・壊
(6,49わ ノ)〆r哉 食!,亀 ξ 殖 生 甚 ㍗(亡 ♪畠・,吻 θ=/
で あ 多 。 瘡 癬 隼り/卸 の あ 多 ヒ 舎 に は ～圭 う舌 史 け 沢
の ぶ う'こ3義 気 階'二 ∠ゲ,6)才 失3ζ 図(∫./6　 )0
し)0〈 プ く 必/マ マ才
～壽=刃 ρ 一軒 爾 一㌔ 沼/3,ク
θ`亡ノー0
2)均 ぐ オ ぐ 勉 マ万
/奪 二恥昨 〆%ρ 侭∴ 駒
の ズ2ぐ 受 ぐ ズゆ マhノユ
争峯 一 一 巧1=F～ ω 一戸
嘱響 一 みRの 一 気Qご6"3eノ
β1ぞよ)=前 の 曙 掬 つ 、ぴ ズ27"勿 イ直
/5-o
イ刀9換 之B矧 声ノ,到 控2り で つ 榊 の づ蛾
性 麦ソ 定 あ ノ た は`6月5・ り よ グ ♪戸 ケ謬・う湯
捌B網 反 轟■ マ 解 ・マ ・・っ マ 初 姐 雇 パ
ー蘇/お 瞭 巨 冒 マ 定 姦づ う 。 こ22フ ・ヲ矩
φぐ 元1ぐ オユ セ 与 っ マ ・'う と 壱'♪ 、 上 の 少3ケ
解1づ 与 多 寄 、 ぞ(≠,≧ カzっ 臼謝 すuゴ2告 一胆 つ
狛 累 修り殉 〕の 部/ケ φジ 今 〈 ち ン
リoぐ 士 ぐ ム マー
慌=升 戸ノ必F殉 ∴ 川 朔
θ げノ ー0
2♪ ズ2〈 オ ぐ7唱 マ馬
嘘 二∵∴姻 縣ノ∵ 蝿)
ヒ な 》 の で あ う 。
ヂ11=ハ 。具 体 的 な 圏 菰 形 を づ反 定{マ 、 洪 ク 諦
細 に 調 ペ マ}よ う6>圭 痙 量 ヂ(Fク 御2亥 武'
み ρ 一 プF一 ρF2的/り
の と さ ～ 拶2.多 。 塘 桿 制 御 解1エ ご6沼 〃)武 よ
/∫/
り r㌧ 綜 ぬ 劇
きた ζ6川 千 り ♪ ン
礁 一響 犠 ノ/l一譜1箔
7ソ
・ ・ でF㌧ ・ 麟 ・7・ ♪ グ 〆 一 吃 甑 ヨ ・ ψ声、メ'蓉 「・
劾.縮 果'字1塗 頻 知 ナ3っ り 願 鐵'・ 砂 う)れ 、
刎 ・綱 へ の や ソ 撰 叉 齢 ㍍ ズ.,錠 す と,
1クo〈 オ く 為 で ・∫ αρ・オ片1,α ・㈲ 一 ・ ち ♂紹 ∬り
よ ツ
町 等 為 ご 側 ご一鵠 ノ
β 〃 の
θ1亡ノ=o
ど ラ り ひ
刀 元、叶 ぐ わ フ擁 勃 麟 悌 ρ 等 ンo泊 ・7・ マ吻
り 、 伽 ・ 蜘 ∠6π6〃 ・7ブ7』 タ ミ ∫ れ 洗 か 天ノ
ィ の 随)の 連 紘 性 よ ク
彗+喰 一 ～÷ 多缶,dご 岬
とな 垢 二 り 武 よ ソ 毛直 定 勃 。
/5-2
のf〆 解 丁 フρ〃 等(ヵ 勉 媛・ω一ノ ブ噛 妬
`命/4ご ♪ よ ツ
舳 ㌻警 ε一柴　 2μ ・2
元 虞の 房 易 ノ球 お が 鱒 紡 冷 め 省 嚇 づ 跳
7欠件 ゐ2毎 訣 定 ず 多 えフ孝呈 試㌔を 才～わ よう6
翻 ∫の デ 等 一・.㍗/よ ン
蓄λド 脚 一 痴 侮2協2∂
・横)戸 ω 一 ・ の む マも窃uマ)調 塚!・'
ヤ ザ ぐ ヒ
脚 一几 犠 ㌦ ♪ヂで戸ω〃∫ 〆"222
∠之
と 郭.式 伽 の と ピ溜2り 弼 ヤ、唄 π ズ之
のう高rぢ ず バ・毒 武巳を ぞ旱3ψf、i蓼 うぼす5とノ ノーズ2一ア
ヒ し π
叫%♂ 乍」一 ダe卿+蝦 の 倉吻 ～ 」一。
2ゲ 晦 年'伝 ごユ作一珍.聯 一刎
ピ命2ミ2
二 れ は 一抜1。 惇 麺 越 解 呈 式7協 う 、 ⊃れ で ・た
/∫3
}3、 し ・(翻7ソ 〔・ 拶 肉 覚 瞳 女1て1
オごく 必。 切 些}李 免4角 そフ今あ う φ戸.ズ,≧ ノ2励
を/・ ゆ(6恥 ∫4.り 肩 勘 ダつ て 諺 郷 ツ御 つ な
u2原 帝 の 解1吻 つ4フ 吻 う 。
二玖 づ・ゴー 珍 ユ 承 て を 往 窟 麩 民 輯 す3た つ
暦 契 衛 の な り 場 右 電 調 イ マ}3。 た と 支1つ9
ヂの 一 圷 ・ 臼 σ 試覧(6μ2'鍍 吻
う と
た 一7一 払ノ 〔ζ/≒ 一ノ 婚ー/
〆 ζ6刀2リ
ピ 与 っ フ あツ 、 これ は 幽 ・伽 屡20∫ た だ
αヲ7の の 結 果 ブ 場 ・ 撚 簡 麦4砺 拘 湯
令1。 姪%_。 β・ヒ か い 丁 、・)一一定 一 搬 ∂
参 初 ∫ 、 ご〃-22り1∫
オ2一 アー
チぞ/肋 り 画
と 行 多 ク
重6,7イ 才蕨6β
!1・繰 糊 御 の 局 所 的 最 大 性1・ 関 す 挑 耀 別 牛
/54
1≠
轟 霧 穿ブ ≧・ 卿
マ》あつ 匹 殉 ・勧 ・ 吻 ひ/ヲ67コ ・魁
聯/一 例8お ・qマ 計 蒙 す}ヒ
号卜!銚.一 ハQ♪鈎
隷 羅)一 一》a∫解 ♪+瞬 一λぬ2舶
一6、一λ。,砕 ノ狂
系ぞ=/蜘 一 … 繁 雑 肺 嬬 「・ろ す3-一 一
ゆ叉 に
缶 峰 鴫 ト ー》9(侮(F)び 研`Fブ
→ 晒 噸 研1卵 酬/ハ β一司1-一.,コ
㍑ プリF一 λ・ 結 ・き、 特 異 制 御 り 燦 曾 オ
チ菊 一咋+甑 一・ 毛 用u3と
一 一 λ ヂ岸♪チ等ヲ
お マ ヂφ ≦ ・ が ワ甥 解 禍 戸斤最+つ 豚
集 づ牛フ"あ 多 。
β"∫
ゴ6/・ イす縁66
ハ ミ/レ ト=ニ ア シ1タ
ド唇 ・η ・♪+(・ 酢+ハ 訊・・府)一 砕F一 ハQ始Q
ご6乙/り
で あ ク、 補 肋 ・魏 丈 λF.順 の 擁 財'ノ ぶ
弘 一一穿 一 暗+勒)編 砕 撃
か 一一讃 弓 ・一 徽 ど6ご2り
言 た 多多 端 条1牛 ・誘 λρ(鵡)一 ね(ズ の)一 ・ デ あ3、
込承㈲ σ す くし1・ 家 お て
融 一4∵-7の4∫ ご6ご3り
,袴 黙1ノ 御 ・・っ ・1マ 鯛 ベ マ 冴 ・ ㍉ 郁E闘 マ・
〉幽 一 ス副 蘭 う φ・∫ 鉋 戸・オ戸 葬 如 リ リ
ピ6c2♪ 玄)伽 コ
舟 片 作 一侮+塾 ノ ご6ご4ジ)
か七ノ
ガ碍 ∫ れ つ・ ・粘 婦 ヒ ー 雛/罰 獣 φト ・た
武 釦 ・片dF・ 跨 時 捜 制4卸 力修 ・吻 、
飾 ・ヲ〒乞 五u・ ブ ヂ(Fノ 岡F一 βF㍉ ヒ 窒
βぢ
け 、 た と 乞 作 ξ 焔7協 っ マ{勝 興 劉 イさρ〃愉 ・
ソ う り ☆ 芝 示1㍗ ◎ 。 り 櫓 牢 億9に 差 Σ
マ,弓 ≡、亀一湯 暫 φ了 ラ 〉 ダ41つ 助与3滅,プ 多ヶ揚右,す
勧 ∫ 勉 芳 恥 呼 均 ナ つ4議 櫛 毛 け
い う 控 蛎 婦 。
7の4e課 顧 つ
す 診 と(6ご3))一 ソ
ー8c雇 ≒ ∴e姉 り ご姻




と 家 》 う 。_乃 研 、 ゆ
嬰 一 編)一 作 栃 一紹 ご幽
♪ フ 吻 ど6,22の2う た …だ 参 多.
/57
56〃 凋ン録6ρ
ラ・ズ テ ノー 揃 と 同 ト プ あ3籾,且 的 勲 鱈
癖 ∫7(陶 一_最 大
と 留 ・ で副 μ句 ぐ ・ 呵3・ こ禰 カ
ク に
ゾ吻 ・…7(F)4∫ 一 最夫
と 蘇 多 ヒ'・ ミ ・し ト ニ ア 刻 丁
}尋一 一 ひ(F)+λF(好(F>一牛F)%幅(F)一 綱
(6P/ノ)
助 一ハ 補 助 変 教 め筋 獄'1窪
癌 一一響 一陸 … 響+λ ・研 牟)嚇
藷 一 一艦 一 磁(∠D2少
で あ'ノ1繁 端 深猴 σ
》Fφ一 加 一滋 一 あ 砂3ブ
編 ・ お て ハ・1ω論e顧 一わ ご・ぐオ・η
・ 解 ・D.険 溺 多　 で 最 大 乃G乙6P4/
3》 づ、.∫ 、
/∫}5)'
♪F7瓶 砺 唄ド1蜘(獅 ブ
λFぐ 瓶 身 ∫ 寧 切 吻 司
フ・ 例,オ ～Tフ ・}到 ・嫉 駆 伺1冒 戸 つ 明 支 賓
さ熱 ず θ 仁 の～卜 稼7鄭,存iれ3・ と が わ φ、3。
ワ鞭 制 御 窃 賜 ヒ の戸 顛 励
吟 一蛾4ア ノー鞭 ち勧 〆Fソ
(5ρ ぎ.)
O)娃 ≦ 松 〃}セ 寺 は 字吉 異 穿ヲ葎/7ゲ 存 を1存 、7も
の チ(戸戸 以F《 腔 ・丈
幣 塩一幽 一硬"ユ(団 腔 ク ゆ7ノ
ヒ 賢 φナ,亟 彰 施 ぐ 。%諭 」 ヤ リ ソ 夢鯉 第ワ
御 ゆ 参 り 一
丸3ノ驚 ∫!㍉ … (6・り
2召F一 断 咬 一 ・蜘e卿 力翁一㌦ 功
両 辺 ・)値 キ 楼 軸 にF屯 とっマ 図 示 し 一交 芝 を 末




目 的 関 瓶 ヒ1マ1谷
卜 頻 ω イ だ(P)4亡一 最大
拷 烹 網yよuφ ・∫ 、 ハ ミ ・レ ト ニ ア ク,∫
Nト ー凹(P)+>F(戻F"F)一軒 ク+ζ6E/)
+>Pし いP伽 一冷P)+蝋 吋 ・F)%Q⊃
補 肋 愛 敬 の 方雅 式'工
翁 戸 謬 一一瞬+晒 砺 吃)痂+轡
か 一 誰 一 〆 ρ♪+轡 ∠6圧2ブ
読 源 一 ろ1差一 ハ必
郷 縁 勉 λF(T♪一λPの 一・ 》・ω 一 諾 ガー あ
ご6β3♪
ぞ あ ゐ。 最 大 値 尿 楓 才 、 ハ ミ ・の 一 フ ア フ・が
)尋 一(λ 酢+》Pい ρ+縁)。)ヂ 乞F・+レ …]
ご664ジ
の形 。・才修 φづ ♪F.λ 戸,菰 つ 最 大 の 値dフ
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毛 劒 別 ・才婿 づ簿 餐 掃 二 ・ 一珂 、一ず 。 撤2
1ナ ぢ ぐ』解 ヶ マ
禰 一 論e吻 αの ζざ的
3斤の 画 彿 丹 拐 、ゴ の 匪 ぐ ナ ・到
%ω 到 ・ 咋 ω 一%㈲ 一・
イ協 ん 精 鴇1ノ 御 虐 さ が づ ・ ,4一 纏 類 ・f耳 能
ず あ リ 妹 下 に プ実噂な才考1移 。
り カF三 福 ン 歴
赫 御 同1・ ブ 、 脅 鱗'ノ 御 ・∫
チレ)一 作 一 喰 侮 ∠♪
卸 得 ∫ れ う・F㍉ 鱒 袖 ソ、 ヂの φレ 穴
関 恢 の ヒ 安 ヤ 娃 ≦ 伝 の 助1・ げ 初 土(穿u .
2)♪P三 λaン λF壇 襖 解 は
〆ρ一・ね 一 一8乏P)/姻 僻7♪
を 叶 参 づ'・ 峰 ≦ 鰍 写 ∫ 存 在 し方 、・・ 」・ク 具
伽 陽 卜(P)-qr㌧ 侵
,...⊥_
四 砦 詐(め 習 瞬 ⊃
旨 ・畑 網 と ヒ ぞ 仁 城 ケ 弛 解 フ・あ} .
/6/
3)♪F⇒Pン 瓶 ρ 巨,ド ♪戸 一♪ ヒ 試,告
熱二㌻ ぷ∵ 吻
誹Bと ・・マ 袖 を 端 御
紙 ∴ ナ 譜 ≠ 昭ブ柳
ゲ ・の 物 異 解 の 条 件 で あ3.解 屑 卿 宅 チ3
ち め'・ チの 一 断 の 場 房 キ 疹 三 多 』 ご6E/・ ノ
13
芦/ごP)一 一d♂ 噸 冶 ピ6E〃2
と 婦 ・ 岬 一 岬 訪 あ 回,
ノ 　
戸=憶 び瞬 ♪∵f㌧ 燧 とε(〆一轡+」
(6β/2ノ
ニの 貸 侵 径 時 間 ・ 縦'・ 頻 加 す 珂 能
'/生バ・あ つ ・ 滅表 つ 協 女 的 ビfタ ー レ と 〔 マぽ、
二の ∂弓 ド ユ フ 以 切 器 官 に 俸〕・多1・ 成 長 φ,〃
鋳 つ つわ渚 面 鰯 砺 陛 殖 器 宥 ・塀 つ
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縮 器 官 の 問,。 同 曙 の 才支賓 の あ・=3菊 契 うトリ御 が
重 夢 イ あ3戯 扮 予 劇 回 ・3・ 刀縁 ・飾 デつ順 上
oケ5に%野 隼ワ御 φナ女 ≠蒼{フ 雷り3と だ 乏∫
れ り ζ吻 ぎ14♪6
斉6/3イ す録6F
目的 圃 淑 ノス
ーろTβ(只 ・一一/R)4+一 最 大
で あ つ φ,∫ ハ ミ!し ト=ニ ア γ ぼ
り
凡 一 一 ト(町 っ2)+茗 入(娠 幻βか一 琢R⊃
(6F/ジ)
ブ あ2、 稀'助 董 載 つ 方縫 弍 け
爵 λ芦 一諜 一 号告+λ 泌(6F2♪
ζ」二 し 名ズ ノ れ.)
で あ う 。 ハ ミ/レ1-=ニ ア=ン1∫
)4=享N殆 姻Cめ ヤ 五一一～ コ(6戸 η
れ
の 彪 キtマ ー う カ・∫一 勿 ≧ ・ ぴ 勃 一一縄 ジ と 召 し他/
醗 とマ貿 卵 の を 最 大 ノヒ 衿 〔・・,・ル 一ーノ)… ω ・礼
二最 大 つ 》で㊨ で モ つ 変 歓 に 好 応 ず つ ・殆1θ 功 フ斤力1・
正 イ あ 》 。
/6ヲ
・全 マ の 器 官 御 同 噌lt成 長 で う 箔弓、 す 身 力 夕
蜘 θ)0(鋲 し ～.り で あ つ リラ間 圧 間 士 ラΣ う
て ・ 凡(の=業 壷 一 λ(oノ φ 〕へ 琳・ζ蓼 ノ象 鐸 つ」一あ3つ)
5ζ61=2♪ ナ ラ
睾 一 λ 嬉 羅 画 一つり/6戸4〕
ヒ 与 多 。
ぢ 、 雅 扮 損 牛 速 度 が 共 通 マ 葛 う
以 一 レ!某 亜2(づ 二ゐ 一治 ノ)∠6Fり
と す う と
二≧廷=≧ 丘_一 一_旦6± ピ6F62
3P～ ∂β つ呂
φデ以 多。 方 七ilゲt瞬 閥 　仁℃ 昂 の 珍蓄 器 宮 重 量
イ表 イ}へ生 と 〔マ
ー 露)/-b
2一 ム臼
杯 一4・ 岸+4・ 厚+一 一 ナ4電 ご6戸z2
の 砂 髭 渉 え 》 と,ご6Fの 弍 り
4'あ 剤 一」4・ ルム鳶 ㌔ 一一一 ・ψ 。〃 ゲ/ピ6初
φ、り/塒 五 オ う=と 吃 菰 乙、 諺 器 官 の 哉.長 ノよ
珍μo∠葱 ひ歯1璽 「イ茨 凝 満 た(与 φ氏∫ 一ブ お ∋ こ ヒrが)・
)hφ 、 》 。
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耽 φ"・累 ケ3ヒ を ノ盛 、 戯 一長 遮 彦1こyフ て 才気
資r6が 界 「ら3こ と ヒ 参3bお ヒ}'ノ 」 亥?=2一 つ
蹴 伽 力麟 ス1媒 φ 醐 ∫
弁 一 》 η 一 一 器 ご6Fク ブ
書 一 λ 巧 一 一暢
よ ソ)ド9L角 客3う せ
劾寡鴇 一匠 舞÷ 一 壽 零 義 一も傷 〕 ピ6F/リ
ヒ弓 フ 複 雅.プ あ 多 ブ汚 さ∫ 」z定 牽 城 糞 プ あ つ
⊃ と を イ反 定.ず れ1ゴ
毒 考岩 一 才葛号(6戸 〃ブ
φr出 多 。 よ ソ ー勇み に れ務 宮12っuフ ,定 常 身ヌ4簾
の 鷺 翼 佑リィ多ρ}で'ゆ
ナ1謬7一 壱3鵠 ニ ー 一 一法 器(6Flり
φ㌻ 出 うo先.あ イ汐/ピ6戸6ク マ柄ノス
響r伽 起4≠ 陪+リー 一一讐伍 詑 の
ζ6ド の
・掬 ナ、}た ル%配 か'と 関 俘 マ協}。
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第7章 最 適 死t輯 略
蚕し7./は ヒ め1。
塗 伽 毬 活 史`坊 り7、 摂 父 ぱ 死 七 華、
巌 孫 萄 卵 帆 勧P間 陽 な ・孤 握 ∫ れ
β衡 阿 中 プ1最 適 に 定 あ ㍗ 噸 ヒ 誘 坊
1珍 く の1圭物 瀦 に 受 ヴ λ れ5れ フ ・弓。
丁4贈 ノ鋤 θ96の σ 生 彦 史 ・直 化 モ ア・.レ
/・あ'uマ 最 過 に 還 げ れ 抑 リ メ ー タ の1つ.
しマ 死 セ づ繊 一芝掬 烈 た.彼1よ 屋 話 史 逡 化 に
宏サ う 最 ・1・工 外1コ ヒ㌧ 生 鹸1も 堤 繁t劒
、
二れ ・勲 の 齢 「「♪'受す ス財 ‡充・,ぞり で あ
う・ 隔1働 汚 最 適 庚仕 季 ピ づ 拙 剣 嚇
絵 加 甥 鋼 題 つ 蝉 なイ則 旗 王購 す⊃
勧 つ 乏、き㌦ 勃 概 念 で あ3橘,雌 う 誇
穿'・吻 くの研 賓 勧 、 舜 、紅 辛 の景 適化
♪り ぞ秦 殖 季 畷 適 イじゆ んフ・をた 。 た レ 、
1・一 秀瀬 と仁厳 物 と、 玩 切 喫 境 ヤイ罐 η
影 墾ドの り ㌃ 界 的 蓼 囚1・ よ1廉 欄 俵17,,
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ろ 。(が し、 盗タゴ と の 死 七 率 セ 名・齢12吻 了死 芝
輝 生 存 努 力 ・ 表 魂 ブ 抄 と解 新 す4て ノ茜 鼠
適 玩 が 摯 とσ 最 適 繁 殖 り甚 魂 フ・あ2生 存 雰 力
の 最 適 酉乙有 の 彦 ゑ と 同 蜜 で あ う。 さ ∫1こ,為
い 章危匪)り 麺 に あ1・・rl万 し亡 華lf9一 γ 汐了乖 七 つ
至 虹 夢 因 に 力吻 わ ∫ す 共 孟 の 形 ㌻ ≠。 マuう
… 珍 実 〔 伽 〆 砺/ヲ6の4彪 お
写 ∫ 、 毬 吻 の刹 益 に碁 す りマ 宍 劾 ∫ れ 一た アピヒ
率1仰 一7の 井 亜 則 が あ 》 と恩 才・れ,塗 話 史
戦 略 ヒ 臼 の 最 直 死 亡 挙 と一う概 念1プ 殉 多
uで の フィ あ う う6
こ4葺 にiら… マ'チ,堺 度 に イ☆ 才ラー 1た 叡 渠 ヒ
ィ鍾{・ 依 存 扉 繁 雍 率 冒 つ 捌 孝鍔初 簸 過 死
'亡罧'田各が 石ザ究
台 れ う6最 大 に す べ を 目 的1刻 数
貝 マ 再 生 産 り 全 量 芝 、 最 画 ・筋 よ う1・ 武
,ブれ 猫1ノ 御 変 淑 一 て 齪 ・㌧と っ 瞬 間 死 セ 幸 を
搾 用 す3。 レ〆'ゾ∫伽'夢 塗 琵 史 を 覇1・ マ ー た っ
一 個 砺Lあ た リ 灰ヒ℃ 牽 一を仮 定一と 在 が リ ニ の 升 域L
実 的 捌 約1チ 剰 崩 つマ,瞬 確」宛 辛'藤 の
非 負 ρ窺 源 の イ壬憲 っ ぞ 〃)を 魏 ソ プ号)と 一ザ 多 、
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イ齢 ノ〕コ琢 刎 妓 芝 刑 、・う 繍 々っ 閣 載Uマ っ
最 晦 死 亡 戦 砺 層 影 ・ ヒ 蒼 マ・'焔 、 物 縮
果 、 最 適 靴 略 む 刑 ℃ガ ノ撰 之 θ骸'!ズ 、溺 薙1
マ 禿び 、之前 イ1∫ 聯 つ 値 一殴 グ 元、・'人後 で ・ノ鍔,1、
のイ猷 と う 湯 勧 偽 弘 マ㍗ プ れ ず 士切 換 え
吟 刻 痛 イ せ ず 衆 毛 季 は ノ塗 彦 史 に カ た っ マ 最
・」・の イ直 一費 う ・ て が 示 誉 外 各 。 繊 炊/ノ鶴
θ 紛 ♪粥 句 陶 つ 昂!㍉ 多力少 期 ・ 鳥 死t率
σ 勿 くり 纏 の 生 命 衷'・ 肩 掃 朔 万 撮 か
の 繁 殖 価 キ 用 ・・フ 説 明 刀'う=と1才 困 雅 マ物 う.
づ)～/2つ モ テ㌧レ の矛参黒 ノエク右 ヲ舌 史 のネ刀#月 に ・お・ケ ろ
蕩 興t勲 適 齢 鮮 溺 と の 解 象稚 振 駁
リ イ あ う 。
附 蛾'長 韓1菰 と聾 ・彦 卵 間 係 乞デ之
た 場 ∠言'に 広 物 ク 換 え 晦 ・1を 他 刎 、・ラ メ ー タ
の劇 数 と1マ 陽1・計 壕寸 多 ・ ヒ御 マ・易 .前
繁 殉1燗 左 伽 ・採 評 均 尻 七 華 と干繊 長
イ嫌 源 卸 て 一 つ 繰 歪 でご ご・瓢 4鯨
デ㌧ ダ ・比縁 わ 、
一∬1・ ・ 初 糊 萬 死七 躯 単騰 白夕観 、右"6説
B月 しう2》 別 の モ デ}レ 隻ー オ是一宕一す多 。 そ 駅 、歩 丁資 こ1硫の 訪 於 ≦羅 星'二
上7艮 φ、・あ つ ヒuう 、象づ 竿4ぞ セ ブ41手 生.覆 一量 庵 了畏 一丈ゴoす ろ よタ 存
死 に 力 日 で溺 での で 郁 ・ 為 り玩七季'汐吻 ラ破 の初 期
と疹 繁 殖 崩 の 直後 に魂 力齢 のであ跳 データ畜 卿 ・論 禍
蚕7.2最 適 灰t単 ギノ婦 η モ ヂル
魚 つ 与 瓢 暫 の わ ド1同 嶺 っ個 イわ ゴ〃・ク 〃・
当弟 イ剛 麟 耀 寡 づ る.危 個 イま。 齢 連 読
変 鄭ζオ プ・、 イ固イ本ラ群 っrた キ くy芝 く危っノ ー イ園イ.雍4
乎云ヲ重 量 乏 〃rゆノブ㌧表 す そ つ と 乙 危 イ囚 イ摩吻 重
量 っ 耳均 値 ♪ ク の ず 燃 ゆ逗 視 ナ3。 と{・ オ う 、
玩t方 乗矧 ・磁 オ ブ つ 瞬 間 灰t弓 ・φ琳 め で あ
う とtマ
誓 一 一紳 論 ご7り
と表 さ れ3。
一個6劫 成 長 立記 述 す 旅 あk揉 π 有形 つ
筋 呈試1病 提 案 老 駅7あ,リ 、 殻 幻 ガ
斐 一 ・ レソ ー わ〃2θ 多紘 ∂
ヱ
嬰 一 卿 了一旅 価 鋸 轟 渚多2
嘉 一 ・吟 乙劔 晦 嗣(72リ
ブ}と協 よ ぐ 用 ・ぢ れ 挑 ケ;'・ 上 つ 式 ヰ の
、
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/fラ 灯 汐4ヤ 加 餅 走 あ・抄 粛 ・度 畑 の 関
訪矩 考 Σ ∫ れ り づ、∫ 、 哉 畏 っ 方牙髪 ぞk'ノ才 一破 的
t二肛
肇 一 デ伽 鵬 θ ζ73♪
と霧 ケ3。 賓 撒 の 量 φよ'餌 伽 ・,乃 ぐ て ・ 斧/限
孕 因 ・砺 マ ・・訓 鄭 兄一乞裡 定 ぢ廠 ・あ 資 源t
あ イ・ う競 争 φ城 奏P獅 勤 一う ψ、ら イ剛 勅 成 長
函 勧 塞 度 幽 砺 蕨 関 教,仮 定 フ・暢 。
蓄 ぐ・ 艀 ⊃
こ っ 条 づナ'才 、 沼飯 蚕力 果 や 摂/食 ヲ 社 ・会 的 イ足進
〃ヤ影 毎㌧ で つ 月 参 場 右 ギ 除 り一ば 多 ・列 青苑
イObセ そ ケ 毛 の で あ つ 。
禰 伽 簡 甲 に す う ブ三わ1・ 、 砥 た4毛 デ/し 個
イ≠祈 け 一 回 彦 卯 フ・あ フ 繁 殖 齢'チ に 誹 つ た 植 丁
一芝 ぞ つ ヒ 仮1諺 一ず ・う 。 集 団 遺 伝 学 の 立 七易 フ㌧ 」、
個 体 卿 η ゲ 再 凌 産 量 」 姻 的 ρ剰 数 に探 彫
勧 〃～臨フ職 念 埋 的 で ち ろ う ・E空 親 一 倒 賜
7三 フ4『)巧1リヤブイ多～の拶女ー と 己 よ ±5。 匠三'才 イ1互}イ庄 り 一重 量
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の 園 敏 プ 勇 う.水 彦 注 物 蓼 イ ・拝 ・よ
1≡二,=0レ ゾ ー ゐ ζ 久 ∫ ノ)
や 石 一4レ 汐 修 鈎 場 励 プリ
の砂 に 回 帰 ・γせ ∫ れ3二 と が 多u。-」 汝 的/0
E=メ θゾケリ(76-)
と仮 定/、 再 生 毒…量 臼 回 因体 の 重 暴 レ切 め 孕
語周噌 加 関 叡 マ「ろ う ヒ オ3。
誤 そ1り>o(ノ77ジ
協 う ヒ 集 団 左一イ≠ と{フ 巧 彦 酬り旋 考匁1♪穿尼つ4固 砿
教 とつ績 コ・/Vの ・∠「 マ協 多 〃づ
ル の ・協wご τ2ブ 〉 最 大
が 「一望 夢tさ 」 杉 則 ろ・評 価 間 淑 一ブあ3、 繁 殖
齢 丁、4因 づ宗の ネ刀翼月重 ・量 砺 一 レ孟 の ノ そ れ に 勧 期
薯 一度'り 。=/>ro♪ σ 左 て チ え ∫ 分℃ プ三/萢 フらあ う ヒ
仮 劇 ぴ く・ 瞬 間観 率 だω ぞイ離 暖 恢
1遼 鵬 最 適 戦 誘 幽 冒 財 ご とに む ・ 。
/7/
ゴ ー ・(ρ 跡 上 限 〃 汗 戸艮 吻 戸 融 弱
毛 の 助 反定 つつ 、 麻 フ 弓 オ6(¢ τ)bつ リマ
・η ≦ 岬 ≦ μ(ク'り
悌 蘇 す よラ ケ 瞬 戸・脈t幸 儲 ラ 生 存 嚇 泉1窪、
骸 根1。 勿 く 捌 う う 寄 、 そ れ ぞ れ の 生 存 曲隷
にす/■ てM⇔ と 殿 か 名 ち 分蓋r弍'ど7∂ と
ピ7し3λ そ ～ て 享 え5れ 表 ・初 諾胡 ∫象 件 参 夕 「計 軍
弱 。 と御 イ 乞 こ れ5つ 過 経 の ラ 勿 ラ懐 に
力・し て 全 イ本4一 再 塗 、蓬 量 〃(η プ7(〃 めつ キ イ号・3こ
ぴ イめ 掬 、 殖 鈎 外 ど嬬 最 美の
〃ω 袖 〃ω 陸 搬 多 の マ協 多φ、7⑭ 周 題1よ
制 御 工 学 の 椀 蘇 用 、・マ 解 く ・ ヒ が7倦 つ.
角羽咋 的 計 寡 σ イ才縁7・41ci}え3れ マ おり 、
裾 果1ジ 安 の よ う フ・あ3。
a
需焉 一痺 卿 〔鼻ω+誰刀小 ∫
(79⊃
を 端 盗 す よ う ケ 切 フ 換 え 晴 多哩 双 扮 ・娩 。くT











!爾 コ ㌶ 砦 甑∵(7ノ ・)
プ あ う 。 こ こで ご・Z92の 式 中lcあ う1レ/θ 已)や
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文 σ1中 間 的 平 衡 、邑 っ 局 所 密 定 象 づ→ヨ φ)証 明
～マ リ 穿 ・,・ 二 つ ブ σ 翁 た け'≠'戸'到件 才5多 平 撮了
、首 〃)〃 与 ∫ ず 端 り滋 妃 扱 筋 の フ・吻 多 。 た
とΣ1プ ρ 一・ η 字 定 条 づ牛 け
ハ
響 戟 ・ ∠掬
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生 ラ参史/f4一 シ の進 化 毛1研 究 す り た ノづ1二 ＼
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僻 丈,琢 切 ・ あ マ 中 っ(ツ と 誠 ・グ レ マ・ ・ぎ 、
つ ・川 ・σ 丁霧 肋 贈 磨 髪 緬 蜘 ・壇 矛 也 イ℃'
を産 む 〃)イ あ 多.
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八尾)手 オ/番 目 〃2'女 戸昏イ リ 左 才婆/信 ラ 叡 ブイあ ク 、
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イ ロ 　
と勿 ・ た 酬 綜 、一 一依 〃θ 叫 とh畜 曜 。
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つ 二娼501≡ 到 イゑ を 用 りマ/γ と ρ0一 世 イヤ/'阿マ㍉
の 増 分 を 計 写 朔 。 と 扮 マ』づ 多 ・
躍 訓 な"ぐ8、2ノ の
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220
φ祓 立 づ 多 。
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に 動 卸 雇 曾 ゲ 初 彩 勿ゲ直 フ協 う ・と
〃助 φ・ う・ こつ 動 フ を デ 汐 ‡ ぐ ン マ』衷 ブ
22/
と駈
イ緬 鯛 … ρ ご82の
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0象 濠 依 捌 物 κ 疾 マ駒 多 ・!&2鬼 どル ル2
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ハ
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お 酬 鶴 一 輪 解'岬 〉 げ ヲ・ムジ
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P-・ づ一初})デ 鴻 射 成 立 す 多 ・
託 プ 例 ・ 【フq《 っ φ、の 物 殊 な 易 念 忘調 べ
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蕃 ・皇つ`叫 ♪ 一 ・ μ ヒ以 ク!の電 フ硫
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♪ 。 マ`8.2の 試》 フ
藤 。7・ ノ 沓 一 ρ ピ 甘輌 丈キ亡∂ ピ出32⊃
よ 。 マ 塗 化 幌 準 ー ノ玄
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,蛎 残 階 悉、 で つ 個 抹 菰 を 進 イじ規 準 工 め/吻
杓 つジ Σー 用 ・味 初 ヒ 勃 。 二り 多ち果 け 、h
蟹 度 イ衣イ}約 垂 イし13あ へ・フ 最 ナー イo芝 れ ♪ 屋努 乖気
陥 勘 職 強 ・,密 夜 鞍 創 塩 そ フ 初 プ 劾 ・
と 一う 乙姦 レん 回 〆畝 鰯 跣 と 一 至又 の ・rつ
マ・碗 ごこ姦 滋 ・剛 砿 ～9722・4友 ノ壇 つ'甥
鞍 階 ゼ!ひ1加aノ 雌"と 呼 婦 ㌔
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こ ・で 娠 ヒ βで1演 叡 橘 多・ ミの 伽
察 度 イ表 診 ・)生協 ∫'加lzズ ζ/プ75り に ♪ っ マ 才是,家t
・/tマロ う 物 イ 済 多・ 奢 彦 依 存'彦 芝 ぢ す 狩 歓
的 ハρ鰍 一ダ 色1毬3初 面 諺r里 す べ'7に
お 亙 蘭 多 一 マ 掃 ・ ・の易 右 、 髭 化 規 孕
=励 義 碗 覗 初 伽 ∫ブ
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擬 え 扮1ガ 珍3伽 ・。
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と稲 ・ づ㍗ 据 ・伽 劫 勤 分 卿 姦畷
一丸 イ¢ 老 凱 多 の マ← あ ∂ 、
ゴ8・4高 ラ七t率 と纏 、 触 喬 生 存 辛 と
ナ潅
す で に 第 一 節 で ㎡ 亙 雀 問 題 ～・ ぞ ど う 。 ヒ/,
弗 ・ ブ ケ が 島 り死 亡 牽 と高 っ 雌 率 を そ
つノ蛎 裟 パ0ダ ー γ ヒ低 涙 で 年 ・在 り 物 荏 卑
丁綬 つ で め つ ピ 多 ∫ 窃 最 累 さ れ 多 で 商 ろ う
祝,り 問 題 ナ あ 多 。 ～っ の 孕 系も つ τ デ/し セ1
マ,蔵 長 期 ・ 繁 殖 期 つ2フ φ 生 評 郊 宕 て で つ
・生i珍 史 ・を刃又ンオ艮、フ フ 乃L才 う ク こ の 場 塗、{篁 づし
規 ・牽工 ゆ
嚇 ∠嚇+函 ←∠・隔 ≧翻 ノ9つ
ど一書 プ 》 ・1褥 パ 回 防 ・」 瑚 本 砂 物 ・ラ粥 に
店サ 多 ・圭存 年 の 卵 個 イ搬 ハ の俵 存 性 芝 表1・
禽ゐ赴 膣 出痙 斉5り 戯 イ才イ因砕 教 婁 夜 への イ表存 寸生
の.務 芝 を 示 す 。
こ っ鋤 し≠脾 ～・従 釦 ず・ ズヌ肋 ノ主 宥 卿 か
の平 衡 個 づ牢 教 魂 ∫司 輸 ・増 力担さ ゼ う2う 与 羨・傷
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的 嵌 如 づ牽/・ 許 坤 助 フ"あ う・
圏 餅1/・ ・示 さ 坦 ブ リ ラ 垂 咲課 り 場 達㍉ 鯵
携 、 実 瓶 変 翼 砕 っ侵 入 ヤ 弓 切頻 度 贈 が 勉 ヒ・
の 銃 づ赫 ・殺 化 孤 平 痴 卵 個 イ声教1耀 ナ 重 せ3
冴 成 鉢 ・)平 循了個6す 菰 け 戯 ナ 士 せ3 ,「}.ノ し そ
の 並 ぞ 才うつ 場 右 セ疹 劉 フ み3、 ど の よ う な
状 況 ブ そ 〃・鐘 ・伝 倉ウ 変 つじ 〃跨 牟 芝れ 多 の φ、7個 づ本
老天φ、㌔主 ～二 生 宥 段F育 に 蔚 ゾ31死 一亡季・'二 ♪ っ マ ⇒周
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臼 ナニ〃)了 ユー'丁 戯i長 聡月に 守1・1ナ3ナ ワ 庁 ン3ラ 重カ
イ 窟 ・フ協 》 。 琵 琶 瑚 の ア 刀 ぶ 醇 つ 他 つ 水
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,?ノ 々 て
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け 個 体 鰍 う周怖 吻ヌ審構 と ～ マイ働 ぐ ゼ の ブ あ ろ う
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こ う φゾ 一ー 方 、 ト ビ』イ ρ ウ7!カ の 一 メ7あ た ク
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期 の 巣 ‡易所 の 該文Rよ っ マ 訣 め5れ て 宥 ソ
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